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  １．センター長挨拶（巻頭言）

 令和2年度　地方創生センター長 倉　林　　　徹

　「地方創生センター」は、それ以前から活動をしていた「地域創生センター」（地域協働と地域防災

事業を担当）と「ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー」「ベンチャーインキュベーションセンター」

などの部署を統合する形で、「地域協働・防災部門」と「地域産業研究部門」の２部門からなるセンター

として平成28年度に発足しました。内容によって分かれていた対応部署を一元化して横の連携を強化

し、大学のシーズと地域のニーズをより円滑に結びつけることで、地域活性化の機能を強化すること

を目指した活動を続けて参りました。

　秋田県は全国で最も急速に人口が減少し、少子高齢化が進んでいる地域です。人口減少や少子高齢

化によって縮小傾向にある秋田県の産業振興のため、「地域産業研究部門」では、大学の最先端の研

究成果を活かして地域に新たな産業を創出することが目標となります。これを実現するには、地域の

企業が抱えている課題解決に向けて、秋田県及び秋田大学の特色である資源・新素材・航空機産業等

の研究や、医理工連携を含めた地域産業の成長に資する研究を推進することが重要です。本部門では

秋田県が掲げる将来構想とも連携した地域産業の振興、活性化に貢献できるよう、「資源開発・環境

リサイクル研究開発事業」「新素材・機能性材料開発研究事業」「自動車・航空機産業研究開発事業」

「新エネルギー開発研究事業」、および「医理工連携産業研究開発事業」の５つの分野で研究開発・地

域産業化事業を進めています。

　一方、大学の教育機能を活用して、地域の抱える課題解決を支援することを目的としているのが「地

域協働・防災部門」です。大学の教育機能が果たす最大の役割は、地域で活躍できる人材を養成して

送り出すという側面です。そのためには、地域の現場に学生を送り出し、地域の方々との協働を体験

するというのが重要な要素となります。若い学生の力を求める地域のニーズと、学生教育の必要性と

の橋渡しが、この部門の大きな役割となっております。また、教育機能に関しては、地域の人々に対

する啓発という側面も重要です。本部門では、大学の知を地域社会に還元する公開講座や、大学を地

域に開かれたものとする取り組みとしての大学見学会、小中学生を対象とした防災教育、高齢者の健

康管理支援、交流人口の拡大支援、学生による地域貢献を目指した「学生自主プロジェクト」などの

事業を、県内に設置された３つの分校（横手分校、北秋田分校、男鹿なまはげ分校）と協力しながら

実施しております。

　本報告書は、令和元年度に本センターが行なったさまざまな活動内容をまとめたものとなっており

ます。至らぬ点も多々あるかと思いますが、開かれた大学として地域のための活動に尽力してまいり

ますので、今後ともご支援の程よろしくお願い申し上げます。
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  ２．地方創生センター運営会議及び専門委員会等の構成

【運営会議】
氏　　　 名 職　　　名　　　等

◎志　立　正　知
　臼　木　智　昭
　田　島　克　文
　田　所　聖　志
　林　　　良　雄
　中　村　順　子
　大　川　浩　一
　有　明　　　順
　柴　山　　　敦

地方創生センター長
地方創生センター副センター長（地域協働・防災部門長）
地方創生センター副センター長（地域産業研究部門長）
国際資源学研究科　准教授
 教育文化学部　　　教授
 医学系研究科　　　教授
理工学研究科　　　准教授
秋田県あきた未来創造部あきた未来戦略課産学官連携シニアコーディネータ
国際資源学研究科　教授

◎は議長

【地域協働・防災部門運営委員会】
氏　　　 名 職　　　名　　　等

◎臼　木　智　昭
　水　田　敏　彦
　鎌　滝　孝　信
　濱　田　　　純
　越後谷　真　悦
　佐々木　　　均
　保　坂　正　智

地域協働・防災部門長
地方創生センター教授
地方創生センター准教授
北秋田分校長
男鹿なまはげ分校長
横手分校長
地方創生センター兼務教員（教育文化学部特任准教授）

◎は委員長

【地方創生センター組織図】
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【地域産業研究部門運営委員会】
氏　　　 名 職　　　名　　　等

◎田　島　克　文
　丹　野　剛　紀
　柴　山　　　敦
　寺　境　光　俊
　渋　谷　　　嗣
　三　島　　　望
　巖　見　武　裕

地域産業研究部門長
地方創生センター　准教授
国際資源学研究科　教授
理工学研究科　　　教授
理工学研究科　　　教授
理工学研究科　　　教授
理工学研究科　　　教授

◎は委員長

【研究員選考専門委員会】
氏　　　 名 職　　　名　　　等

◎志　立　正　知
　臼　木　智　昭
　田　島　克　文
　水　田　敏　彦
　柴　山　　　敦
　大　川　浩　一

地方創生センター長
地方創生センター副センター長（地域協働・防災部門長）
地方創生センター副センター長（地域産業研究部門長）
地方創生センター　教授
国際資源学研究科　教授
理工学研究科　　　准教授

◎は委員長

【設備管理専門委員会】
氏　　　 名 職　　　名　　　等

◎田　島　克　文
　丹　野　剛　紀
　柴　山　　　敦
　吉　村　　　哲

地域産業研究部門長
地方創生センター　准教授
国際資源学研究科　教授
理工学研究科　　　教授 

◎は委員長
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  ３．地域協働・防災部門

（１）地域連携事業・地域防災事業
秋田県との連携事業
「学校安全外部指導者派遣事業」における出前講義

主　　　催　秋田県教育委員会
共　　　催　地方創生センター
講　　　師　地方創生センター　教授　水田敏彦、
　　　　　　准教授　鎌滝孝信
実施日・場所・参加者　全9校園　計1,304名
 6月20、25日 仙北市立白岩小学校   7月18日 日の出ベビー保育園
 6月27日 秋田県立横手高等学校青雲館 10月  3日 ウエルビューいずみこども園
 7月  4日 秋田県立雄物川高等学校 10月30日 秋田県立横手清陵学院高等学校
 7月  4日 湯沢市立湯沢南中学校 11月13日 秋田聖徳会第二ルンビニ園
 7月  9日 男鹿市立潟西中学校

　県内の幼・保・小・中・高等学校において、今後災害が発生した場合においても正しい知識を持っ

て避難ができる児童・生徒を育てることを目的として、防災授業や実習、防災訓練指導等を実施して

いる。

「自主防災組織育成指導者研修会」における出前講義

主　　　催　秋田県
共　　　催　地方創生センター
講　　　師　地方創生センター　教授　水田敏彦、准教授　鎌滝孝信
実施日・場所・参加者　全6市町　計296名
10月17日 男鹿市 11月21日 大仙市
11月14日 三種町 12月  5日 美郷町
11月20日 秋田市 12月20日 湯沢市

　県内各市町村の町内会長、自主防災組織の長らを対象に、地域の特性や課題を踏まえた防災に関す

る講話と実践型研修を行った。水田教授・鎌滝准教授は県内で過去に発生した地震災害に関する解説、

地震・津波の発生メカニズムやそれらから命を守るための心構えについて講話を行った。
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大館市との連携事業
ワクワク子ども科学教室

主　　　催　北秋田分校、大館北秋田理科教育研究会
実　施　日　令和元年9月21日（土）
会　　　場　大館市立有浦小学校体育館
　身の回りにある材料を用いて実験することで、子どもたちに

科学を身近に感じ興味を深めてもらい、ひいては、科学好き児

童を増やし理系に強い生徒育成につなげようと平成23年度から

開催している。

介護福祉職のためのフィジカルアセスメント
「医療的マインドをもった介護職講座」　～医療につなぐ新しい介護の視点～

主　　　催　医学系研究科
　　　　　　附属地域包括ケア・介護予防研修センター
共　　　催　地方創生センター
協　　　力　大館市
実　施　日　令和元年10月18日（金）
会　　　場　大館市立中央公民館
講　　　師　日本赤十字秋田短期大学
　　　　　　教授　高橋美岐子
　　　　　　医学系研究科附属地域包括ケア・
　　　　　　介護予防研修センタースタッフ
参　加　者　18名
　介護福祉に関わる方を対象に「医療につなぐための新しい介護の視点」をテーマに講座を開催した。

講座ではどのような視点を持って介護すればよいのかをフィジカルアセスメント（※問診･打診･視診

･触診などを通して、実際に患者の身体に触れながら、症状の把握や異常の早期発見を行うこと）の

観点から解説した。
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北秋田市との連携事業
「投球障害予防教室」　in 北秋田

主　　　催　地方創生センター、北秋田市教育委員会
後　　　援　北秋田市スポーツ少年団、北秋田分校
講　　　師　医学系研究科保健学専攻　理学療法学講座
　　　　　　教授　岡田恭司
　　　　　　助教　齊藤明、照井佳乃
指 導 補 助　同講座　大学院生、医学部生
　北秋田市の野球関係のスポーツ少年団員、中学生及びその保護者、指導者を対象に、小中学生にも

分かりやすい投球障害予防教室の開催を計画。超音波によるメディカル・チェック及びストレッチ・

投球指導などを通して、参加者が故障の原因となり得る要素について知るとともに、自身の身体のケ

アについて意識するきっかけとなることを期待して開催している。

※令和元年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から開催中止とした。

おもしろ理科実験教室

主　　　催　北秋田分校、北秋田市教育委員会
実　施　日　令和元年10月19日（土）
会　　　場　北秋田市立合川中学校体育館
　身の回りにある材料を用いて実験することで、子どもたちに

科学を身近に感じ興味を深めてもらい、ひいては、科学好き児

童を増やし理系に強い生徒育成につなげようと平成23年度から

開催している。
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能代市との連携事業
能代市総合計画市民協働会議運営支援

事 業 形 態　能代市から秋田大学への業務委託
委 託 期 間　令和元年6月10日～令和2年1月31日
担 当 教 員　教育文化学部地域社会・心理実践学講座
　　　　　　講師　荒井壮一、教授　和泉浩
参 加 学 生　4名
　能代市の最上位計画「第2次能代市総合計画」の策定と推進を図るため、能代市からの要請を受け、

同市が立ち上げた市民協働会議の運営に関する支援を行った。本学教育文化学部地域社会・心理実践

学講座の教員が、第2次計画の将来像・基本理念等の検証を行うとともに、最終報告書を取り纏めて

能代市に提出した。また同講座の4名の学生が協議会に参加し、会議運営に参画した。

藤里町との連携事業
秋大医学部　藤里とつながり隊カフェ

主　　　催　医学系研究科附属地域包括ケア・介護予防研修センター
　　　　　　地方創生センター
協　　　力　藤里町
実　施　日　令和元年5月24日（金）～25日（土）
会　　　場　ゆとりあ藤里
参　加　者　医学部学生13名（保健学科13名）
　　　　　　藤里町医療・保健・福祉関係者10名
　本学医学部学生（医学科・保健学科3専攻各5名程度を基本と

する）が県内各市町村に出向き、地域の保健医療関係者や地域

住民と交流し、地域及び集まったメンバーとのつながりを強化

することにより、地域の課題・ニーズ・医療職に期待されてい

ることを知る機会をつくることを目的に開催。今回はゆとりあ

藤里において、ディナーミーティングとトークカフェを行い、

関係者との交流を深めた。

　また、地域を知るためのミニツアーでは藤里の豊かな自然の

中で、わらび採りの貴重な体験をすることが出来た。
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秋田市との連携事業
秋田大学防災サイエンスカフェ～秋田市旭川地区～

主　　　催　地方創生センター
実　施　日　令和元年12月15日（日）
会　　　場　秋田大学百周年記念館会議室
担 当 講 師　地方創生センター　教授　水田敏彦、准教授　鎌滝孝信
参　加　者　17名
　県内各地の防災関係者や地域住民の方々等を対象に、「防災」

をテーマとして行うカフェスタイルの講演会。講師が専門分野

から話題提供を行い、参加者の方々との意見交換を通じて共に

地域防災を考える機会とする目的で開催した。今年度は学内に

て秋田市旭川地区の住民を対象として開催。秋田市防災安全対

策課の協力を得て、秋田市津波避難シミュレーションシステム

によるVR津波避難体験等を行った。

男鹿市との連携事業
「投球障害予防教室」in 男鹿

主　　　催　地方創生センター、男鹿市
後　　　援　男鹿市スポーツ少年団、男鹿なまはげ分校
講　　　師　医学系研究科保健学専攻　理学療法学講座
　　　　　　教授　岡田恭司
　　　　　　助教　齊藤明、照井佳乃
指 導 補 助　同講座　大学院生、医学部生
　男鹿市の野球関係のスポーツ少年団員、中学生及びその保護者、指導者を対象に、小中学生にも分

かりやすい投球障害予防教室の開催を計画。超音波によるメディカル・チェック及びストレッチ・投

球指導などを通して、参加者が故障の原因となり得る要素について知るとともに、自身の身体のケア

について意識するきっかけとなることを期待して開催している。

※令和元年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から開催中止とした。
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秋田大学防災教室「防災マップづくり」at 船越小学校

主　　　催　地方創生センター
共　　　催　男鹿なまはげ分校
実　施　日　令和元年7月11日（木）、16日（火）
会　　　場　男鹿市立船越小学校
講　　　師　地方創生センター　准教授　鎌滝孝信
参　加　者　64名
　通学路や遊び場などの危険箇所・避難箇所等を記載する「防

災マップ」を児童・生徒自らが作成し、地震等の自然災害が発

生した場合に最も安全なルートを自らが選択して避難できるようになることを目的として実施してい

る。

　男鹿市立船越小学校では、4年生を対象に実施し、鎌滝准教授が防災ウォーキングやマップづくり

等の指導・助言を行った。

秋田大学防災教室 in 男鹿市

主　　　催　地方創生センター
共　　　催　男鹿市、男鹿半島・大潟ジオパーク推進協議会
実　施　日　令和元年7月27日（土）
会　　　場　男鹿市ジオパーク学習センター、男鹿市内各所
講　　　師　地方創生センター　教授　水田敏彦、准教授　鎌滝孝信
参　加　者　25名
　秋田県内で過去に発生した地震等の災害に関する講義と県内

に残る地震痕跡等の野外観察を通じて、身近な地域で発生した

過去の災害について学び防災意識の高揚につなげることを目的

として開催した。

　今年度は男鹿市で開催し、八望台や寒風山などで野外観察を

行った。
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わくわくドキドキ理科実験教室

主　　　催　男鹿なまはげ分校、男鹿市教育委員会
実　施　日　令和元年7月20日（土）
会　　　場　男鹿市B&G海洋センター体育館
　本学の出張実験室として、身の回りにある物を使用した実験

や実験観察を通じ、子どもたちの理科への興味を高め、探究心

を育んでいこうと、平成26年度から開催している。

男鹿市児童生徒の秋田大学医学部訪問

主　　　催　男鹿なまはげ分校、男鹿市教育委員会
実　施　日　令和元年7月23日（火）
会　　　場　秋田大学医学部附属病院シミュレーション教育センター
　将来の職業として医師を目指す子どもや医療機関での仕事に

興味のある子どもが、より具体的な形で夢の実現に努力できる

よう、男鹿市教育委員会との共催事業として実施している。

学習講演会

主　　　催　男鹿なまはげ分校、男鹿市教育委員会
実　施　日　令和元年9月17日（火）、18日（水）
会　　　場　男鹿東中学校、男鹿北中学校、男鹿南中学校、
　　　　　　潟西中学校
　中学3年生の学習意欲を喚起するとともに、将来の自分の姿

を見据えた学校生活を送ることができるように、男鹿市内の中

学校において学習講演会を開催した。男鹿市出身の本学学生が

講師となり、「夢を探すということ」をテーマに講演を行った。

中学準備教室

主　　　催　男鹿なまはげ分校、男鹿市教育委員会
会　　　場　男鹿東中学校、男鹿北中学校、男鹿南中学校、潟西中学校
　この春中学校へ進学する男鹿市内の小学校卒業生を対象に、中学校生活への関心や意欲を高め、中

学校生活や授業へスムーズに移行できるようにすることを目的に開催。先輩の話を聴くことで学習意

欲の喚起と、生徒自身の将来像育成のきっかけを提供するために開催している。

※令和元年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から開催中止とした。
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ニコニコ体操塾

主　　　催　男鹿なまはげ分校、男鹿市ニコニコ元気アップ体操クラブ
実　施　日　毎週水、木、金曜日
会　　　場　若美公民館、船川北公民館、船川港公民館
　生活に身近なテーマを取り上げた講座や健康寿命の延伸を目

指した運動講座を新たに組み入れ、総合的体操へとバージョン

アップし実施している。市民の福祉向上と健康増進の促進、地

域の社会的交流の促進及び孤立の防止、市民の健康寿命の延伸

への取り組みを行った。

セルフケア講座

主　　　催　男鹿なまはげ分校、男鹿市
実　施　日　令和元年8月1日（木）～令和元年9月10日（火）
　　　　　　【計4回】
会　　　場　男鹿市船越公民館、歴史資料収蔵庫
　一般介護予防事業としての基盤となるような高齢期の総合的

な健康づくりを目的とし、生活習慣病予防・筋力向上・認知症

予防・閉じこもり予防など機能向上のメニューを学習し、自ら

の健康を自己管理できる機会をつくるために開催した。
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にかほ市との連携事業
メディカル・サイエンスカフェ・ネクスト in にかほ市

主　　　催　地方創生センター
共　　　催　にかほ市
実　施　日　令和元年9月13日（金）
会　　　場　にかほ市総合福祉交流センター　スマイル
カフェマスター　医学系研究科長　尾野恭一
講　　　師　医学系研究科医学専攻
　　　　　　助教　野坂光司
　　　　　　教育文化学部地域社会・心理実践講座
　　　　　　教授　池本敦
参　加　者　32名
　にかほ市民を対象に「高齢社会を明るく元気に生きる」をテー

マに講演会を共催で開催した。飲み物や軽食を楽しみながらカ

フェのようなくつろいだ雰囲気の中、尾野カフェマスターの進

行のもと、医学や健康について医学部、教育文化学部の2名の

講師がそれぞれの専門分野から講演を行った。

秋大医学部　にかほとつながり隊カフェ

主　　　催　医学系研究科附属地域包括ケア・介護予防研修センター
　　　　　　地方創生センター
協　　　力　にかほ市
実　施　日　令和2年2月7日（金）～8日（土）
会　　　場　にかほ市温泉保養センター　はまなす
参　加　者　医学部学生18名（保健学科18名）
　　　　　　藤里町医療・保健・福祉関係者22名
　本学医学部学生（医学科・保健学科3専攻各5名程度を基本と

する）が県内各市町村に出向き、地域の保健医療関係者や地域

住民と交流し、地域及び集まったメンバーとのつながりを強化

することにより、地域の課題・ニーズ・医療職に期待されてい

ることを知る機会をつくることを目的に開催。今回はにかほ市

温泉保養センター　はまなすにおいて、ディナーミーティング

とトークカフェを行い、関係者との交流を深めた。

　また、地域を知るためのミニツアーではにかほ市の「フェラ

イト子ども科学館」、「白瀬南極探検隊記念館」を見学し、貴重

な知識を得ることが出来た。
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秋田大学防災教室「防災マップづくり」at 金浦小学校

主　　　催　地方創生センター
実　施　日　令和元年9月10日（火）、11日（水）
会　　　場　にかほ市立金浦小学校
講　　　師　地方創生センター　准教授　鎌滝孝信
参　加　者　26名
　通学路や遊び場などの危険箇所・避難箇所等を記載する「防

災マップ」を児童・生徒自らが作成し、地震等の自然災害が発

生した場合に最も安全なルートを自らが選択して避難できるよ

うになることを目的として実施している。

　にかほ市立金浦小学校では、3年生を対象に実施し、鎌滝准教授が防災ウォーキングやマップづく

り等の指導・助言を行った。

秋田大学防災教室「防災マップづくり」at 象潟小学校

主　　　催　地方創生センター
実　施　日　令和元年10月8日（火）、10日（木）、28日（月）
会　　　場　にかほ市立象潟小学校
講　　　師　地方創生センター　准教授　鎌滝孝信
参　加　者　81名
　通学路や遊び場などの危険箇所・避難箇所等を記載する「防

災マップ」を児童・生徒自らが作成し、地震等の自然災害が発

生した場合に最も安全なルートを自らが選択して避難できるよ

うになることを目的として実施している。

　にかほ市立象潟小学校では、6年生を対象に実施し、鎌滝准教授が防災ウォーキングやマップづく

り等の指導・助言を行った。
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大仙市との連携事業
「投球障害予防教室」in 大仙

主　　　催　地方創生センター、大仙市教育委員会
後　　　援　大仙市スポーツ少年団、大曲整形外科クリニック
実　施　日　①令和元年11月4日（月・祝）【大曲地域】
　　　　　　②令和2年1月13日（月・祝）【東部地域】
　　　　　　③令和2年2月2日（日）【西部地域】
会　　　場　①神岡農村環境改善センター
　　　　　　②仙北ふれあい文化センター
　　　　　　③神岡体育館
講　　　師　医学系研究科保健学専攻　理学療法学講座
　　　　　　教授　岡田恭司
　　　　　　助教　齊藤明、照井佳乃
　　　　　　大曲整形外科クリニック
　　　　　　院長　梅原寿太郎　ほか　クリニックスタッフ
指 導 補 助　理学療法学講座　大学院生、医学部生
参　加　者　①スポーツ少年団員・中学生　39名
　　　　　　　保護者・指導者　10名
　　　　　　②スポーツ少年団員・中学生　56名
　　　　　　　保護者・指導者　25名
　　　　　　③スポーツ少年団員・中学生　47名
　　　　　　　保護者・指導者　20名
　大曲整形外科クリニックの協力のもと、野球関係のスポーツ

少年団員、中学生及びその保護者、指導者を対象に、小中学生

にも分かりやすい投球障害予防教室を開催した。超音波による

メディカル・チェック及びストレッチ・投球指導などを通して、参加者が故障の原因となり得る要素

について知るとともに、自身の身体のケアについて意識するきっかけとなることを期待して開催した。
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「サッカー少年向け障害予防教室」in 大仙

主　　　催　地方創生センター、大仙市教育委員会
後　　　援　大仙市スポーツ少年団、大曲整形外科クリニック
実　施　日　令和2年2月2日（日）
会　　　場　神岡体育館
講　　　師　医学系研究科保健学専攻　理学療法学講座
　　　　　　教授　岡田恭司
　　　　　　助教　齊藤明、照井佳乃
　　　　　　大曲整形外科クリニック
　　　　　　院長　梅原寿太郎　ほか　クリニックスタッフ
指 導 補 助　理学療法学講座　大学院生、医学部生
参　加　者　スポーツ少年団員・中学生　30名
　　　　　　保護者・指導者　20名
　大曲整形外科クリニックの協力のもと、スポーツ少年団員、

中学生及びその保護者、指導者を対象に、初めてのサッカー選

手に対する障害予防教室を開催した。超音波によるメディカ

ル・チェック及びストレッチ・フォーム指導などを通して、参

加者が故障の原因となり得る要素について知るとともに、自身の身体のケアについて意識するきっか

けとなることを期待して開催した。他の競技と比べ日頃からストレッチングを行っている選手が多く、

身体のケアに対する意識が高いことが感じられた。
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仙北市との連携事業
秋大医学部　仙北とつながり隊カフェ

主　　　催　医学系研究科附属地域包括ケア・介護予防研修センター
　　　　　　地方創生センター
協　　　力　仙北市
実　施　日　令和元年10月25日（金）～26日（土）
会　　　場　西木温泉ふれあいプラザ　クリオン
参　加　者　医学部学生15名（医学科1名、保健学科14名）
　　　　　　仙北市医療・保健・福祉関係者28名
　本学医学部学生（医学科・保健学科3専攻各5名程度を基本と

する）が県内各市町村に出向き、地域の保健医療関係者や地域

住民と交流し、地域及び集まったメンバーとのつながりを強化

することにより、地域の課題・ニーズ・医療職に期待されてい

ることを知る機会をつくることを目的に開催。今回は西木温泉

ふれあいプラザ　クリオンにおいて、ディナーミーティングと

トークカフェを行い、関係者との交流を深めた。

　また、地域を知るためのミニツアーでは角館樺細工工芸を体

験し、細かな作業に苦戦する学生もいたが、貴重な体験となっ

ていた。

介護福祉職のためのフィジカルアセスメント
「医療的マインドをもった介護職講座」～医療につなぐ新しい介護の視点～

主　　　催　医学系研究科
　　　　　　附属地域包括ケア・介護予防研修センター
共　　　催　地方創生センター
協　　　力　仙北市
実　施　日　令和元年11月15日（金）
会　　　場　仙北市役所西木庁舎
講　　　師　日本赤十字秋田短期大学
　　　　　　教授　高橋美岐子
　　　　　　医学系研究科附属地域包括ケア・
　　　　　　介護予防研修センタースタッフ
参　加　者　9名
　介護福祉に関わる方を対象に「医療につなぐための新しい介護の視点」をテーマに講座を開催した。

講座ではどのような視点を持って介護すればよいのかをフィジカルアセスメント（※問診･打診･視診

･触診などを通して、実際に患者の身体に触れながら、症状の把握や異常の早期発見を行うこと）の

観点から解説した。
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美郷町との連携事業
メディカル・サイエンスカフェ・ネクスト in 美郷町

主　　　催　地方創生センター
共　　　催　美郷町
実　施　日　令和元年7月24日（水）
会　　　場　美郷町公民館
カフェマスター　医学系研究科長　尾野恭一
講　　　師　医学系研究科保健学専攻
　　　　　　助教　赤川祐子
　　　　　　大学院理工学研究科　数理・電気電子情報学専攻
　　　　　　准教授　田中元志
参　加　者　33名
　美郷町民を対象に「高齢社会を明るく元気に生きる」をテー

マに講演会を共催で開催した。飲み物や軽食を楽しみながらカ

フェのようなくつろいだ雰囲気の中、尾野カフェマスターの進

行のもと、医学や健康について医学部、理工学部の2名の講師

がそれぞれの専門分野から講演を行った。

美郷フェスタにおける音楽教育研究室学生によるコンサート

主　　　催　美郷町
協　　　賛　地方創生センター
実　施　日　令和元年10月26日（土）
会　　　場　美郷町公民館
講　　　師　教育文化学部教育実践講座　講師　石原慎司
参 加 学 生　13名
　秋田大学は美郷町と「水」をテーマに連携協定を結んでいる。このコンサートは連携事業の一環と

して、同町のイベント「美郷フェスタ」の中で実施したもので7年目となる。

　学生は、来場した大勢の町民を前に、ピアノや声楽、トランペットなどの美しい演奏と、「水」を

意識した楽曲の演奏などを披露し、イベントを大いに盛り上げた。
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横手市との連携事業
秋田大学オフィシャルいぶりがっこ「いぶりばでぃ」づくり

主　　　催　横手分校
協　　　力　農家民宿三又長右衛門　髙橋暁氏、髙橋篤子氏
実　施　日　令和元年8月～令和2年2月
参　加　者　秋田大学生・留学生16名
　平成21年度より3年間実施した「秋田大学オフィシャルいぶ

りがっこ製造プロジェクト」から誕生した本学オリジナルのい

ぶりがっこ「いぶりばでぃ」づくりを継続して活動を続けてい

る。本年度はインド・ジンバブエ・モンゴル出身留学生も参加

し、横手市山内地区の農家の皆さんと交流を深めながら活動を

行った。

大学生・高校生教職体験プログラム「教育ミニミニ実習」

主　　　催　横手分校
後　　　援　秋田県教育委員会、横手市教育委員会
実　施　日　令和元年12月26日（木）、27日（金）、
　　　　　　令和2年1月7日（火）、8日（水）
会　　　場　横手市立十文字中学校
参　加　者　県南地区高校生15名、秋田大学生1名
　将来教職を目指す大学生・高校生が、中学生への学習指導補

助等のプログラムを通して自己の適性を知り、学びのモチベー

ションを高めるとともに、本県における優れた教員養成・育成

サイクルの一助となることを目的としている。
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イングリッシュ・アドベンチャー

主　　　催　横手市まちづくり推進部生涯学習課
共　　　催　地方創生センター、横手分校
実　施　日　令和元年9月28日（土）～29日（日）
会　　　場　釣りキチ三平の里体験学習館
参　加　者　横手市内小学生17名、秋田大学生3名、
　　　　　　留学生9名
　横手市内の小学5・6年生を対象に、留学生との英語学習や野

外活動を通じて協調性や国際感覚を高めてもらうことを目的に

開催。

　インドネシア・韓国・マレーシア・台湾・モンゴル・ジンバブエ出身の留学生とともに一泊二日の

班活動を行い、多文化交流を深めた。

SATURDAYイングリッシュ

主　　　催　横手市まちづくり推進部生涯学習課
共　　　催　地方創生センター、横手分校
実　施　日　令和元年10月5日（土）、19日（土）、11月9日（土）
会　　　場　横手市役所条里南庁舎、秋田大学手形キャンパス
講　　　師　高等教育グローバルセンター
　　　　　　協力教員　平田友香氏
参　加　者　横手市内小学生25名、秋田大学生3名、
　　　　　　留学生8名
　横手市内の小学3・4年生を対象に、留学生やALTとの英語体験やグループ活動を通じて英語に慣れ

親しんでもらうことを目的に開催。

　第二回には秋田大学手形キャンパスにて留学生とともに学園祭を見学しながら交流を行った。

― 21 ―



あきたわくわく未来ゼミ

主　　　催　秋田県教育委員会
協　　　力　横手分校
実　施　日　令和元年5月～令和2年2月
会　　　場　横手市交流センターY2ぷらざ
学習支援員　秋田県南地区教員OB3名、秋田大学生1名
参　加　者　横手市内高校生延べ346名
　教員OBや大学生等の地域人材を活用した高校生への学びの

場の提供、学習習慣の定着を図ることを目的とした事業で、県

北・中央・県南地区で実施されている。横手分校では講師の紹介や実施についての協力を行った。

高校数学特別講座

主　　　催　横手分校
実　施　日　①令和元年12月25日（水）
　　　　　　②令和2年3月15日（日）※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
会　　　場　横手清陵学院高等学校
講　　　師　秋田大学客員教授　根岸均氏
参　加　者　高校生20名
　秋田県南地区の高校生を対象に、理数系を志望する高校生にとっては基礎・基本となる内容であり、

三角関数等の数学でつまずきやすい分野を解説する特別講座を開講した。

市民向け公開講座
「我慢していませんか？膝の痛み～変形性膝関節症の原因と適切な予防・対処法～」

主　　　催　地方創生センター、横手分校
実　施　日　令和元年10月11日（金）
会　　　場　横手市役所条里南庁舎
講　　　師　医学系研究科保健学専攻
　　　　　　教授　岡田恭司
　　　　　　助教　齊藤明、照井佳乃
参　加　者　27名
　膝の痛みの原因となっている変形性膝関節症についての解説

や、予防・対処に効果的な歩き方や運動について、理学療法学

の見地から講義・実習を行った。
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菅江真澄に関するシリーズ講演会

主　　　催　菅江真澄研究会
後　　　援　横手市教育委員会、横手分校
実　施　日　①令和元年11月17日（日）
　　　　　　②令和2年3月21日（土）　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
会　　　場　横手市交流センターY2ぷらざ
講　　　師　菅江真澄研究会　小笹鉄文氏、金子紘征氏
参　加　者　53名
　菅江真澄の生涯や平鹿郡を中心とした地誌に関する講演会の

実施にあたり、横手分校では主に広報活動での協力を行った。

聞き書きボランティア

主　　　催　横手分校
共　　　催　横手市社会福祉協議会
実　施　日　令和元年7月～9月
会　　　場　横手市横手地域（馬場崎）、平鹿地域（豊前）
講　　　師　秋田大学客員教授　根岸均氏
参　加　者　高校生・傾聴ボランティア延べ43名
　「聞き書き」とは高齢者のお話を聞いて記録し後世に残すこ

とを言い、聞き手は庶民の歴史など様々な事柄を学び、また語

り手となる高齢者にとっては話すことで生きがいを持ってもらうことを目的としている。
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（2）社会貢献事業
公開講座

●事業内容
　地域に開かれた大学づくりの一環として、秋田大学の持つ

教育資源を広く市井に向けて提供することを目的に実施して

いる。

開　講　数：11講座
総受講者数：425名

No. タイトル 実施日 担当講師 受講者数 内　　容

1 脳を若く保つには
～認知症になりにく
い生活習慣～

  7月  3日（水）
  7月10日（水）
  7月17日（水）
  7月24日（水）
  7月31日（水）

医学部
教授　新山喜嗣
准教授　浅野朝秋
助教　久米裕
助教　津軽谷恵
高齢者医療先端研究センター
特任講師　板倉有紀

65名（30） 高齢化の進行とともに認知症
を発症する方も増加傾向にあ
るなかで、認知症予防に関す
る科学的なデータに基づき、
「認知症になりにくい生活習
慣」とはどのようなものか、
その知見と応用について解説
を行った。

2 秋田市のエネルギー
政策から資源問題を
考える：豊岩浄水場
と国見山風力発電所
を例に

  7月24日（水） 国際資源学部
教授　縄田浩志
講師　稲垣文昭

10名（25） 大規模災害発生時の水道機能
維持のために秋田市が全国に
先駆けて導入した風力発電の
浄水場のバックアップ電源化
を事例に、地方自治体のエネ
ルギー政策について解説。再
生可能エネルギー利用に不可
欠な資源についても解説し、
資源確保の重要性と国際資源
学部の取組みについて理解を
深めるための講義と現地見学
を行った。

3 看護師のはたらき
－今どき～これから
－

  8月  5日（月）
  8月  6日（火）

医学部
教授　伊藤登茂子
准教授　煙山晶子
准教授　眞壁幸子
講師　利緑
助教　赤川祐子
助教　髙階淳子
助教　宗村暢子

110名（100） 少子高齢社会を迎え、保健・
医療・福祉をとりまく状況が
急速に変化し、看護の内容も
複雑化・多様化している。人々
の健康をサポートし、その人
らしい暮らしを送ることが出
来るよう支える「看護師」と
いう職業について、具体的な
はたらきを紹介しながら解説
を行った。
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No. タイトル 実施日 担当講師 受講者数 内　　容

4 小さく生まれた子ど
もを支える

  9月  5日（木）
  9月12日（木）
  9月19日（木）
  9月26日（木）

医学部
教授　平元泉
講師　大高麻衣子
助教　木元稔
助教　齋藤雅世

19名（20） 日本の出生数において約1 割
を占める低出生体重児は、学
齢期以降も発育や運動・言語
の発達に対する不安を抱く保
護者もおり、地域全体が小さ
く生まれた子どもへの理解を
深め、育児を支援すること
が望まれる。NICU での看護
経験や小児理学療法の経験を
持つ教員が発達支援の実際に
ついて紹介し、咀嚼機能や成
長・発達の状況からみた支援
のあり方について解説を行っ
た。

5 秋田県における地震
災害の歴史と防災

10月  2日（水）
10月  9日（水）

地方創生センター
教授　水田敏彦
准教授　鎌滝孝信

30名（30） 東日本大震災から8年が経過
したが、その後も日本各地で
は数多くの自然災害が猛威を
振るっており、地震災害に関
しても毎年のように各地で発
生している。秋田県で過去に
発生してきた地震および津波
災害や今後の地震、津波災害
への備えについて解説を行っ
た。

6 がんを自分事として
生きてゆく準備

10月27日（日） 医学部
教授　安藤秀明
教授　竹内直行

28名（50） 高齢化が進む秋田県において
は「がん」の罹患も増加して
いる。かつては不治の病で
あったが、近年は医療の進歩
とともにがんと共存をする時
代となっている。がんの予防
や早期発見、最新の治療やリ
ハビリについて、人生の締め
くくりを考える「終活」に関
して、医学系研究科の教員が
解説を行った。

7 理工学部におけるメ
ディカルエンジニア
リング研究

10月27日（日） 理工学部
教授　巖見武裕
教授　尾髙雅文
教授　水戸部一孝

47名（60） 秋田大学理工学部では高齢化
が進む秋田において医理工分
野の連携を強化し社会課題解
決に取り組んでいる。人生
100年時代に向け重要性が高
まっているメディカルエンジ
ニアリング分野に関して理系
志望の高校生を主対象に人間
情報工学・機械工学・生命科
学の各分野から３名の教員が
解説を行った。
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No. タイトル 実施日 担当講師 受講者数 内　　容

8 健康寿命を延ばす生
活習慣のヒント

10月30日（水）
11月  6日（水）
11月13日（水）
11月20日（水）

医学部
講師　熊澤由美子
講師　長岡真希子
助教　佐藤亜希子
助教　藤田智恵

39名（30） 秋田県の健康に関する現状を
踏まえ、「健康寿命日本一」
の実現に向けて個人レベルで
努力可能な生活習慣を整えて
健康寿命を延ばすためのヒン
トを、「食」「タバコ・アルコー
ル」「運動」「排泄」の４つの
観点から、看護学の視点から
解説を行った。

9 世界の未来を開く国
際資源学

11月24日（日） 国際資源学部
講師　伊藤豊
講師　稲垣文昭

30名（60） 秋田大学国際資源学部では文
系・理系の垣根を越え国際的
な資源問題に立ち向かうため
多様な観点から研究を行って
いる。国際資源学に関係する
様々な分野の最新研究成果に
ついて、高校生を主対象に解
説を行った。

10 超スマート社会を支
える機械工学

11月30日（土） 理工学部
教授　長縄明大
教授　三島望
教授　村岡幹夫

26名（50） 必要なものが必要なときに必
要なだけ手に入り誰もが活き
活きと快適に暮らすことので
きる「超スマート社会」、日
本はいまその構築を目指して
動き始めている。工学の基盤
技術に位置付けられる「機械
工学」が超スマート社会の実
現にどのように貢献できるの
か、エレクトロモビリティ、
メディカル・エンジニアリン
グ、サスティナブル・メカニ
カル・エンジニアリングの視
点から最新の研究成果につい
て解説を行った。

11 サイコロジカル・カ
フェ

11月27日（水）
11月29日（金）
12月  2日（月）
12月  4日（水）
12月  6日（金）

教育文化学部
教授　森和彦
教授　柴田健
教授　中野良樹
准教授　北島正人
准教授　宮野素子

21名（15） 秋田大学大学院教育学研究
科心理教育実践専攻を担当
する専任教員全員による専門
領域別のアラカルトメニュー
カフェ。最新の心理学の知見
を交えながら、こころの不思
議や健康について、カフェで
おしゃべりする感覚で解説を
行った。

※受講者欄の（　）内は、募集定員数を示す。
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大学見学受入

●事業内容
　大学という機関を知り、興味を深めてもらうことを目的に、

小・中学校の「総合的な学習の時間」におけるキャリア教育

や、一般団体の大学見学など、各種ニーズに応じて秋田大学

への訪問を受け入れている。

受入団体数　31団体
総見学者数　887名

No. 団　　体　　名 見　学　日 見学者数

1 能代市立能代第二中学校　2年生   5月  7日（火） 6名

2 北秋田市立鷹巣中学校　2年生   5月  8日（水） 5名

3 能代市立能代東中学校　2年生
  5月  9日（木）

8名

4 にかほ市立金浦中学校　2年生 40名

5 八峰町立八峰中学校　2年生   5月10日（金） 50名

6 能代市立東雲中学校　2年生   5月14日（火） 7名

7 能代市立能代南中学校　2年生   5月16日（木） 16名

8 にかほ市立仁賀保中学校　2年生   5月17日（金） 84名

9 大館市立第一中学校　2年生

  5月21日（火）

35名

10 上小阿仁村立上小阿仁中学校　1年生 13名

11 能代市立能代第一中学校　2年生 11名

12 大館市立下川沿中学校　2年生   5月23日（木） 29名

13 秋田県立横手清陵学院中学校　3年生   5月24日（金） 58名

14 大仙市立大曲中学校　3年生   5月29日（水） 75名

15 秋田市立秋田東中学校　1年生   6月27日（木） 15名

16 秋田市立城南中学校　2年生   6月28日（金） 7名

17 大仙市立中仙中学校　3年生   7月  3日（水） 27名

18 秋田市立城東中学校　2年生   7月  4日（木） 12名

19 仙北市立角館中学校　3年生   7月  9日（火） 31名

20 秋田市立御所野学院中学校　3年生   7月10日（水） 27名

21 大仙市立平和中学校　3年生   7月11日（木） 38名

22 大仙市立南外中学校　3年生   7月17日（水） 18名
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子ども見学デー
秋田大学子ども見学デー　～君だけの「なるほど！」見つけだせ～

実　施　日　令和元年8月8日（木）
会　　　場　秋田大学
参 加 者 数　327名
　小学生とその保護者を対象として、夏休みの間に大学内の見

学や様々な体験学習を通して、大学に対する関心を深めてもら

うことを目的として開催している。平成16年度から継続実施し

ており、令和元年度は149家族327名が参加した。参加者は開会

式の後、14の見学コースに分かれて体験学習を行った。

防災パネル展
「秋田の自然災害を知る」防災パネル展

実　施　日　令和元年5月13日（月）～24日（金）
会　　　場　秋田大学インフォメーションセンター
来 場 者 数　118名
　5月26日の県民防災の日を前に、地域の防災意識を高めるこ

とを目的に開催したもの。過去の秋田県内での地震災害の写

真・調査記録が展示の中心だが、そのほかに、教職員・学生に

よる地域防災の取組についても紹介し、また大学周辺地域の防

災マップや各家庭で揃えるべき防災グッズ一式等を展示した。

期間中には、学生だけでなく近隣地域の住民や子どもたちも会場を訪れた。

No. 団　　体　　名 見　学　日 見学者数

23 湯沢市立稲川中学校　2年生
  8月29日（木）

59名

24 大仙市立協和中学校　1年生 38名

25 仙北市立神代中学校　3年生   9月19日（木） 5名

26 秋田市立外旭川中学校　2年生 10月25日（金） 16名

27 湯沢市立雄勝中学校　2年生 10月30日（水） 19名

28 秋田県立横手清陵学院中学校　2年生 11月  6日（水） 36名

29 大仙市立西仙北中学校　2年生 11月12日（火） 18名

30 美郷町立美郷中学校　2年生 11月28日（木） 73名

31 秋田大学教育文化学部附属中学校　1年生
　  12月  3日（火）～

12月  5日（木）
11名
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（3）地域課題の解決を目指した学生自主プロジェクト
【趣旨・目的】
　学生が、他者と協力しながらグループで活動することを通して、地域課題解決のために主体的に地

域に目を向け、地域に触れ、そして地域の特性（特徴）を再認識するための活動を支援することで、

地域に関わる学生の増加と、地域志向型人材の育成を通した課題解決型人材の育成に寄与することを

目的としている。令和元年度に採択されたプロジェクトは以下のとおり。

「地域防災から広げる『輪（コミュニティ）』プロジェクト」
プロジェクト代表者名：本荘谷奈樹（教育文化学部2年）

指　導　教　員：鎌滝孝信准教授（地方創生センター）
プロジェクト概要：実際に災害が起きたことを想定し、より避難

しやすい防災マップを作成し、それを用いた

実際の避難訓練を通して地域の人々のつなが

りを深めることを目的に活動している。

「藤里プロジェクト」
プロジェクト代表者名：杉浦紫花（教育文化学部2年）

指　導　教　員：篠原秀一教授（教育文化学部）
プロジェクト概要：県内でも特に高齢化が進む藤里町を活動拠点

とし、地域を盛り上げていくことを目的に地

域の行事に参加するなどして発見した魅力を

地域外へ発信している。

「檜山地域再生プロジェクト」
プロジェクト代表者名：佐藤帆乃香（理工学部2年）

指　導　教　員：荒井壮一講師（教育文化学部）
プロジェクト概要：「炭やき」を観光資源として再興することで

地域内での交流を促すだけでなく、地域内外

の交流人口を増加させることなどを目的に活

動している。
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「美郷プロジェクト」
プロジェクト代表者名：都丸桃花（教育文化学部2年）

指　導　教　員：益満環准教授（教育文化学部）
プロジェクト概要：美郷町の地域住民との交流を通じて、今ある資

源（ラベンダー、湧水、祭り等）の高い付加価

値を創出することを目指して活動している。

「秋田大学オリジナル米『ほたるひめ』プロジェクト」
プロジェクト代表者名：嵯峨幹太（理工学部2年）

指　導　教　員：カビール・ムハムドゥル准教授
　　　　　　　　（理工学研究科）

プロジェクト概要：農薬・化学肥料を使用しない米作りを地域住
民から学ぶことで地域との交流を図っている。

また、古くから続く秋田の一次産業について

見つめ直し、新たな可能性を模索するため活

動している。

「Virtual Reality を活用した旧雄勝町活性化プロジェクト～院内銀山を対象に～」
プロジェクト代表者名：佐々木練平
　　　　　　　　（国際資源学研究科博士前期課程1年）

指　導　教　員：川村洋平教授（国際資源学研究科）
プロジェクト概要：最先端技術の一つであるVRを活用して旧雄勝

町に残る史跡群をVR化し、エンターテイメン

トツールとして活用することで旧雄勝町地域

を活性化させることを目的として活動してい

る。
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（4）専任教員業務
地域防災専任教員
教授　　水田　敏彦（みずた　としひこ）　　専門：地震工学・地震防災

准教授　鎌滝　孝信（かまたき　たかのぶ）　専門：地質学・古地震学

調査・研究
教授　水田　敏彦

⑴　秋田県の歴史地震に関する研究［対象地域：秋田県］
　秋田県で発生した歴史地震について、当時の被害調査報告書や地方新聞記事等から、秋田県内の被

害分布や人的被害の発生状況、震災対応といった被害の実態を明らかにする研究を進めた。

○水田敏彦・鏡味洋史：1964年新潟地震の秋田県における被害に関する文献調査、日本建築学会大会

学術講演梗概集、CD-ROM、2019.9

○水田敏彦・鏡味洋史：1939年男鹿地震の写真と映像資料に関する文献調査、歴史地震研究会講演要

旨集、pp.27、2019.9

○鏡味洋史・水田敏彦：1914年秋田仙北地震を詠んだ川越守固の短歌、東北地域災害科学研究、第56

巻、pp.193-196、2020.3

⑵　秋田市の地震動特性に関する研究［対象地域：秋田市］
　特に秋田市における地震災害の防災・被害軽減化に貢献する、秋田大学手形キャンパス・御所野地

区における地震観測を実施し、地震動特性について検討を行った。

⑶　積雪寒冷地の地震災害危険度・防災に関する研究［対象地域：秋田県］
　積雪寒冷地における地震災害・防災の調査・分析、マルチエージェントシステムを用いた積雪期地

震災害シミュレーションモデルの構築、また、横手市を中心に屋根雪による住宅振動特性の常時微動

観測を実施した。

○水田敏彦：秋田県における学校の災害安全推進活動の一例－平成28年度から平成30年度の活動より

－、日本安全教育学会予稿集、pp.84-85、2019.9

○鏡味洋史・水田敏彦：1891年濃尾地震の事後の降雪に関する一考察、中部歴史地震研究懇談会予稿

集、2019.12

○水田敏彦：常時微動連続観測に基づく特別豪雪地帯住宅の冬期振動特性、東北地域災害科学研究、

第56巻、pp.197-200、2020.3

准教授　鎌滝　孝信

⑴　日本海北部沿岸地域における古地震・古津波に関する研究［対象地域：秋田県八峰町・潟上市・
にかほ市、青森県五所川原市、山形県遊佐町］
　秋田県八峰町、にかほ市、青森県五所川原市および山形県遊佐町にて津波堆積物調査を実施し、過
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去の津波浸水履歴やその範囲に関する検討を行った。津波による侵食、堆積作用の実態を解明するた

め、水路実験等を実施した。これらの研究に関連して、10月に鹿児島市で開催された土木学会第66回

海岸工学講演会、12月に山形大学で開催された東北地域災害科学研究集会、12月および2月ににかほ

市で開催された市民向け講演会および3月に秋田大学で開催された土木学会東北支部技術研究発表会

（学会は中止されたが発表は成立扱い）で成果を発表した。

○鎌滝孝信・宇内滉志・徳丸達生・松冨英夫：秋田県南部および山形県北部沿岸低地における津波履

歴の検討、土木学会論文集B2（海岸工学）、75、2、I_403-I_408、2019.

○鎌滝孝信・阿部恒平・黒澤英樹：秋田県中部八郎湖の湖底堆積物中に保存されたイベント堆積物、

東北地域災害科学研究、第56巻、pp.95-100、2020.

○網干秀俊・鎌滝孝信・平川知明・宿田涼介・梅田浩司：秋田県北部の沖積低地における津波堆積物

の分布様式、東北地域災害科学研究、第56巻、pp.81-86、2020.

○高桑充広・鎌滝孝信・齋藤憲寿・渡辺一也：河川遡上津波による土砂混合及び堆積に関する実験、

東北地域災害科学研究、第56巻、pp.69-74、2020.

○林　直幸・齋藤憲寿・鎌滝孝信・渡辺一也・田中　仁：数値シミュレーションによる津波の河川遡

上と堆積物に関する検討、東北地域災害科学研究、第56巻、pp.63-68、2020.

⑵　過去に発生した洪水に関する研究［対象地域：秋田県八峰町］
　秋田県八峰町にて洪水堆積物調査を実施し、過去に発生した洪水（火山泥流）について検討を行った。

○宿田涼介・梅田浩司・鎌滝孝信：秋田県北部の沖積低地における洪水堆積物について、東北地域災

害科学研究、第56巻、pp.45-50、2020.

⑶　低平地における津波防災に関する調査・研究［対象地域：秋田県にかほ市］
　秋田県にかほ市象潟地区にて津波防災に関する現地調査を実施し、避難ルート等の検討を行った。

この調査・研究に関連して、12月および2月ににかほ市で開催され市民向け講演会（2回）で成果を発

表した。成果物として「にかほ津波防災ハンドブック　象潟編」を作成、印刷した（にかほ市の住民

の方々に配布予定）。

⑷　その他の調査・研究
　2018年7月西日本豪雨災害に関する洪水堆積物研究を進めた。台風19号に関する洪水災害の現地調

査を長野県長野市千曲川流域で行い、洪水堆積物の分布様式について検討した。宮崎県宮崎平野南部

における古地震研究を進めた。

○松冨英夫・鎌滝孝信：2018年7月西日本豪雨による真備町氾濫域における土砂堆積の実態と氾濫水

密度の概算、土木学会論文集B1（水工学）、75、2、I_1477-I_1482、2019.
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出前講義・講師派遣・講演会等
センター事業（主催・共催・協力・後援）

日　付 内　　　　　　　　　　容 備　考 水田 鎌滝

1
  5月13日
 ～  5月24日 「秋田の自然災害を知る」防災パネル展 主催 ○ ○

2   7月27日 秋田大学防災教室 in 男鹿市（防災巡検） 主催 ○ ○

3   7月11日 秋田大学防災教室「防災マップづくり」 at 船越小学校① 主催 ○

4   7月16日 秋田大学防災教室「防災マップづくり」 at 船越小学校② 主催 ○

5   8月  8日 まるごと体験！あきたのジオパーク パネル出展 協力 ○ ○

6   9月10日 秋田大学防災教室「防災マップづくり」 at 金浦小学校① 主催 ○

7   9月11日 秋田大学防災教室「防災マップづくり」 at 金浦小学校② 主催 ○

8 10月  8日 秋田大学防災教室「防災マップづくり」 at 象潟小学校① 主催 ○

9 10月10日 秋田大学防災教室「防災マップづくり」 at 象潟小学校② 主催 ○

10 10月28日 秋田大学防災教室「防災マップづくり」 at 象潟小学校③ 主催 ○

11 11月29日 JAMSTEC主催 象潟地震215周年シンポジウム（秋田市） 共催 ○

12 11月30日 JAMSTEC主催 象潟地震215周年シンポジウム（にかほ市） 共催 ○

13 12月15日 秋田大学防災サイエンスカフェ（秋田市旭川地区） 主催 ○ ○

14 12月21日 防災講演会（にかほ市鈴公民館） 主催 ○

15   2月16日 防災講演会（にかほ市象潟公会堂） 主催 ○

教員免許更新講習
日　付 場　　　　　　　　　　所 備　考 水田 鎌滝

1   6月22日 大仙市大曲交流センター ○ ○

2   7月  6日 秋田大学手形キャンパス ○ ○

3 10月  5日 大館市北地区コミュニティセンター ○ ○

高大連携授業
日　付 場　　　　　　　　　　所 備　考 水田 鎌滝

1   6月  5日 カレッジプラザ ○

2   6月12日 カレッジプラザ ○

3   6月13日 カレッジプラザ ○

4   7月  7日 カレッジプラザ ○

5   7月14日 秋田大学手形キャンパス ○

学校安全外部指導者派遣事業（講義） 秋田県との連携事業（6頁参照）

日　付 場　　　　　　　　　　所 備　考 水田 鎌滝
1   6月20日 白岩小学校① ○

2   6月25日 白岩小学校② ○

3   6月27日 横手高等学校青雲館 ○

4   7月  4日 雄物川高等学校 ○

5   7月  4日 湯沢南中学校 ○

6   7月  9日 潟西中学校 ○

7   7月18日 日の出ベビー保育園 ○

8 10月  3日 ウェルビューいずみこども園 ○

9 10月30日 横手清陵学院高等学校 ○

10 11月13日 秋田聖徳会第二ルンビニ園 ○
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自主防災組織育成指導者研修会（講演） 秋田県との連携事業（6頁参照）

日　付 場　　　　　　　　　　所 備　考 水田 鎌滝
1 10月17日 男鹿市 ○
2 11月14日 三種町 ○
3 11月20日 秋田市 ○
4 11月21日 大仙市 ○
5 12月  5日 美郷町 ○
6 12月20日 湯沢市 ○

出前講義、講師派遣
日　付 内　　　　　　　　　　容 備　考 水田 鎌滝

1   6月  1日 美郷町 坂本東嶽邸オープニング行事 千屋断層学習セミナー ○
2   6月15日 秋田市 「キタスカ講演会」 ○

3   7月  3日 秋田市 市民大学講座「深く学ぼう！秋田市の地震・津波災害の歴
史を知り防災力アップ」 ○

4   9月13日 令和元年度全国消防長会東北支部消防署長研修会 ○
5 11月  2日 自然科学学習館「大人の科学～地震防災の科学～」 ○
6 11月  2日 湯沢西地区・災害から生活を守る会 20周年講演会 ○
7 11月24日 秋田県 自主防災組織表彰兼自主防災組織リーダー講習会 ○
8   1月10日 男鹿・潟上市南秋田郡教頭会 研究協議会・研修会 ○
9   1月30日 秋田県社会福祉事業団 防災・災害対策研修 ○
10   2月22日 鳥海山・飛島ジオパーク認定ガイド向けスキルアップ講座 ○
11   2月24日 教育文化学部地学研究室同窓会 ハンマー祭記念講演 ○

防災訓練等出席指導
日　付 内　　　　　　　　　　容 備　考 水田 鎌滝

1   7月10日 横手高等学校青雲館 防災訓練 ○
2   8月30日 秋田市総合防災訓練 ○
3   8月30日 仙北市立白岩小学校 防災マップ発表会 ○
4 12月13日 横手高等学校青雲館 冬季防災訓練 ○

委員会参加・指導・助言等
教授　水田　敏彦

秋田県学校安全推進委員会

秋田県地域連携安全・安心委員会

秋田県国土強靱化地域計画策定検討会議

秋田県国民保護協議会

秋田市防災会議

秋田市国土強靭化地域計画意見交換会

にかほ市防災会議

准教授　鎌滝　孝信

秋田県ジオパーク専門研究促進統括会

にかほ市防災会議

― 34 ―



  ４．地域産業研究部門

（1）資源開発・環境リサイクル研究開発事業の報告（令和元年度）
事　業　名：資源開発・環境リサイクル研究開発事業
代表者氏名：柴山　敦

予 　 算 　 額

部門研究活動活性化経費（間接経費）　　　　　800,000円
年度計画推進経費　　　　　　　　　　　　　　　　 0円
事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　  300,000円

　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　   1,100,000円

協力教員氏名

国際資源学研究科
　柴山敦、藤井光、石山大三、今井忠男、渡辺寧、安達毅、川村洋平、
　高崎康志、別所昌彦、木崎彰久、小川泰正、芳賀一寿、
　川村茂（DOWA寄附講座教員）

目　　　　 的

秋田大学が有する資源・リサイクル・環境分野の研究力を活用し、資源・素材生産技術やリサ
イクル、環境対策、地熱エネルギー等の資源利用に関する研究を推進する。これら研究活動に
よって、秋田県および県内機関・事業所等との研究交流を行うとともに、共同研究等を通じた
技術支援を行う。特に、金属生産および素材精製プロセスに関する新技術を開発するほか、電
子基板（E-Waste）等のリサイクルや地中熱利用、田沢湖環境調査など、協力教員の協力を得
て個別研究を推進する。さらに関連性の強い他研究グループや関係機関と連携を進め、研究活
動の展開を図る。

実施内容・成果

１．研究活動について
　リサイクル製錬技術の開発や県内資源等の利用、生産技術さらに秋田県内の環境調査や鉱業
支援に関する調査研究を行った。これら研究・調査活動に関しては、秋田県内企業等との連携
や共同研究を実施したほか、県内フィールド等を利用することで成果の普及・実装などを視野
に推進している。具体的な研究内容を要約すると以下の通りである。
　秋田県小坂町で進められるリサイクル製錬事業に関する研究では、製錬忌避元素の分離回収
試験を継続し、過熱水蒸気や物理選別等を組み合わせることで、使用済み電子基板中の臭素や
ガラス繊維を大幅に除去することが可能となり、リサイクル原料の受入増加に寄与できる可能
性を明らかにした。
　秋田県内の鉱業および地質調査関係では、県内採石場の安全対策及び環境管理支援を行い、
採石場の坑口支保設計の支援を行ったほか、温泉業者への配管スケール除去技術に関する研究
交流を行った。さらに、秋田県内レアメタル資源の再評価を実施した結果、一部の休廃止鉱山
（例：比内町の立又鉱脈型鉱床）ではビスマス鉱物を確認するとともに、横手盆地周辺の金鉱床
鉱石には自然金、輝銀鉱を確認し、高品位の鉱石（低硫化型浅熱水鉱床）が存在する可能性を
明らかにした。
　さらに地中熱の高効率利用に関する研究では、秋田大学近傍にある融雪用揚水井の稼働と秋
田大学構内の地中熱ヒートポンプシステムにおける運転データをもとに数値モデルを作成し、
揚水井の周囲に16本の地中熱交換井を設置した場合には、40%以上の熱交換能力の改善が期待
できることを確認した。
　その他、田沢湖の環境修復のための研究として、湖水の循環機構と田沢湖の湖底堆積物に基
づく環境変動解析のためのデータの解析を行い、湖水の循環機構のモデル構築と過去7000年か
ら現在までの気候変化の推定を行った。

２．広報・外部連携等の活動について
　令和1年12月5日（木）、秋田市交流プラザ“アルヴェ”で開催された「あきた産学連携フォー
ラム2019」に参画し、本研究グループから2件のポスター展示を行うなど、参加者との研究交流
や意見交換を行った。その他、社会貢献事業の一環として、協力教員による「鉱山VR体験会（湯
沢市等）」を開催した。
　また、新素材・機能性材料開発研究事業（寺境光俊教授代表）に所属する関連教員の協力を
得て、白金族リサイクル等に資する研究をグループ間共同研究という形で実施している。

― 35 ―



1

Akita University

2

― 36 ―



3

4

― 37 ―



5

― 38 ―



Br, SiO2, Sn, Sb, Cr, Bi, Pb,Ni,Al2O3

 

(Al2O3, Fe, SiO2)

(SiO2,Br)

(Cu, Au, Ag)

0

100

200

300

400

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

3

120

E
sc
ra
p

/

E scrap

371
E Scrap

(E Scrap)

Br

SiO2:

Sn

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

0 15 30 45 60 75

― 39 ―



0.65

SiO2

300

― 40 ―



JAMSTEC

b1 

2020

― 41 ―



13

( )

14

― 42 ―



 

 

7000

15

Recovery of Pd(II) from Leach Solutions of Automotive Catalysts by Solvent Extraction with New Thiophosphate 
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（2）新素材・機能性材料開発研究事業の報告（令和元年度）
事　業　名：新素材・機能性材料開発研究事業
代表者氏名：寺境光俊

予 　 算 　 額

部門研究活動活性化経費（間接経費）　　　　　1,000,000円
年度計画推進経費　　　　　　　　　　　　　　　　　0円
事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 300,000円

　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　  1,300,000円

協力教員氏名

（理工学研究科物質科学専攻）
寺境光俊、進藤隆世志、原基、斎藤嘉一、加藤純雄、大川浩一、
小笠原正剛、松本和也、長谷川崇、福本倫久、高橋弘樹
（理工学研究センター）
斉藤準、林滋生、吉村哲
（地方創生センター）
丹野剛紀

目　　　　 的

素材や材料に関する研究は、現在の社会を支えるテクノロジーに対する基盤的技術であるとと
もに、将来の低炭素社会の実現に向けたアプローチとして欠かせないものである。高付加価値
製品の生産や高度生産技術の実現に向け、原子･分子レベルからの材料設計や合成、既存の概念
を覆す新材料の提案や開発、既存素材の高機能化･高性能化、さらには画期的新プロセスの開発
などが求められる。新素材・機能性材料開発部門では秋田大学における基礎研究成果を基盤と
した新素材や先端材料の開発に関連した研究を推進する。さらに、素材･材料関連の高機能化や
高度解析などに関連したニーズに対応し、地域の高等研究機関としての機能を果たす。これら
研究をとおして秋田県内企業、大学、公設試の連携による新産業や雇用の創出を目指す。

実施内容・成果

事業独自の活動として、研究助成事業とセミナー開催を行った。
研究助成事業では間接経費を活用した協力教員に対する研究助成「機器使用料補助助成」を行っ
た。

「機器使用料補助助成」は地方創生センター1号館、2号館設置の共通分析機器の使用料に対す
る助成であり、研究の活性化と装置の稼働率上昇を目的としたものである。残額は地方創生セ
ンター1号館設置機器に関連した保守等の費用として活用した。

3月に事業主催の新素材･機能性素材開発セミナーを開催した。当初は外部講師を招いた講演会
を3月6日に企画していたが、新型コロナウイルスの影響で3月27日に延期し、学内教員のみのオ
ンライン（オンデマンド）セミナーとした。協力教員である松本准教授による「イオン結晶形
成を鍵とするロジウム選択分離回収法の開発」のほか、協力教員による6件のポスター発表を
行った。外部講師を招いたセミナーを行わなかったことによる余剰金は返納した。

秋田県複合材新成形法技術組合と連携し、秋田県新世代航空機部品製造拠点創生事業で使用
される複合材料の熱可塑性樹脂の粘性制御を行った。粘性を下げることで従来より低い温度
(200℃ )で炭素繊維との複合化が可能となり、インフラ補修、木材補修への応用が期待できる。
秋田県内企業の支援・共同研究等の実績として、DOWAホールディングス、日東光器、テラヘ
ルツ研究所、秋田県産業技術センター（2件）、ゼオライト・ダイナミックとの共同研究を実施
した。

構成員による査読付き原著論文は18報であった。

受賞等
松本和也准教授が2019年度秋田わか杉科学技術奨励賞を受賞
（第一級アミン化合物を用いた白金族金属の選択回収技術の開発）
指導する大学院生の受賞は10件であった。
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J. Iketani H.Ibe
https://www.jstage.jst.go.jp/article/coj/53/3/53_295/_pdf/-char/en

Concrete reinforcement for CFRP

CFRP http://www.sho-bond.co.jp/method/006.html

Figure 2 Example of CFRP bonding method

Figure 3 Example of repair of concrete structure
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（3）自動車・航空機産業研究開発事業の報告（令和元年度）
事　業　名：自動車・航空機産業研究開発事業
代表者氏名：渋谷　嗣

予 　 算 　 額

部門研究活動活性化経費（間接経費）　　　　　1,653,000円
年度計画推進経費　　　　　　　　　　　　　　　　　0円
事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 300,000円

　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　  1,953,000円

協力教員氏名 村岡幹夫、田島克文、吉田征弘、景山陽一、石沢千佳子、水戸部一孝、浜岡秀勝

目　　　　 的

　秋田県の地方創生関連事業「新世代航空機部品製造拠点創生事業」を主に推進する。複合材構造製造
を中間素材から一新し、航空機向けを最終目標として達成度に従い、自動車向けの作り産業に寄与する。
また、高効率動力システムの開発を推進するため、次世代高効率誘導モータの最適設計に必要な高速高
精度な動特性解析手法を開発する。運転・歩行支援やインフラに関して、最高速度標識の認識法の開発、
運転者・歩行者に対する安全支援情報の提示やVRシミュレータの開発とヒューマンファクターの評価。
超高齢社会の最先端である秋田県を舞台に、高齢者の安全な移動に必要な検査・訓練・支援技術を研究・
開発し、自動運転技術の向上に資する地域産業振興を図ると共に、地元企業と連携して高度IT人材を
育成に寄与する。

実施内容・成果

　複合材構造製造に関して、連続生産のコンセプト確認と成形技術のスピードアップ化を目指し、立体
形状の精度向上に向けて検討を進めた。特に、立体形状については、新たな分野として軽量化ニーズの
大きい自動車分野への応用について開発試験を開始した。新たな研究テーマとして、建築土木分野にお
ける補修技術への応用を進めた。微小金属体製造装置関連では、ナノコイル製造技術の確立に向けて、
成膜条件の精度向上を目指した。三菱重工と航空機部品製造に関して、NEDOプロジェクトおよび秋田
複合材新成形法（ANC）技術研究組合（県内企業3者およ秋田大、秋田県立大）を通じて、連携を深めた。
自動車関連企業とANC技術研究組合がNDAを締結して、小型電気自動車シャーシ製造に関して共同開
発を実施した。
　次世代の航空機、自動車のための高効率動力システムの開発の一環として、誘導モータの出力密度向
上を目指したトロイダル巻アキシャルギャップ構造のモータの設計を行った。オープンスロットに磁性
くさびを挿入することで、簡便な形状でも従来型のラジアルギャップ誘導モータと比べ、約2倍の出力（ト
ルク）密度を達成した。また、秋田県・秋田大学・秋田県立大学が採択された「令和元年度地方大学・
地域産業創生交付金」対象事業「小型軽量電動化システムの研究開発による産業創生」における、新世
代モーターの研究開発、新世代モーターの応用機器開発、新世代モーターのシステム設計・周辺技術の
研究開発に田島と吉田が関わることになった。
　Society 5.0を構成する要素技術である自動運転を実現するためには、夜間における標識および人物の
認識について検討する必要がある。そこで可視カメラを用いて、最高速度標識および進入禁止標識の認
識について検討を行った。また、熱赤外カメラを用いて人物抽出に必要な特徴量の選定および処理の開
発を行った。被験者が正面方向および背面方向に歩行しているデータを対象とし、提案手法を用いて人
物抽出を行ったところ、0.990以上の再現率が得られた。
　本内容を秋田ICTフェア2019（8月2、3日開催）およびイノベーション・ジャパン2019（8月29日、30

日開催）に出展した。また、情報処理学会第82回全国大会で成果を発表するとともに、電気学会共通英
文誌にその内容を投稿し採択が決定している。さらに、本研究を発展させた内容がスズキ財団科学技術
研究助成に採択された。その研究費を用いて、県内企業に超高感度カメラを発注している。なお、関連
する分野で2019年度に合計4件の特許出願、地域の課題解決を目的とした共同研究を合計7件行った。
　実歩行可能な歩行環境シミュレータを開発し、高齢歩行者の横断行動をモーションキャプチャするこ
とで、歩行者事故要因を調査した。現有設備のモーションキャプチャとPCに、計８台のプロジェクタ
を接続して、左右に配置された奥行７ｍの長大スクリーンにプロジェクションマッピングされた交通環
境を見ながら実歩行可能な歩行環境シミュレータを構築した。地元企業であるALL-Aと連携して20名の
高齢者および10名の若年者を対象に横断行動を計測した。その結果、若年者の交通事故発生率は手前車
線では0%、奥車線で 1.1%と極めて低いのに対し、高齢者は手前車線8.9%、奥車線 10.5%と差が大きい
こと、車道進入時の車両までと距離と歩行速度で交通事故の発生を予想する回帰式を作成できることを
明らかにした。現在、収集したモーションキャプチャ・データの解析を進めており、研究成果を6月（新
型コロナウイルスの影響で延期され11月）に開催される第56回日本交通科学学会学術講演会で発表する
予定である。
　また、地元企業と連携して高度IT人材を育成するため受け入れていた社会人ドクター（横手精工）が、
本事業の支援を得て開発した「自転車と自動車のインタラクション可能なCycling simulatorの研究」で
今年3月に博士（工学）の学位取得を達成した。また、本研究に従事した修士学生は自動車業界（本田
技研工業株式会社）へ就職することとなり、人材育成の具体的な目的を一部達成した。
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（4）新エネルギー開発研究事業の報告（令和元年度）
事　業　名：新エネルギー開発研究事業
代表者氏名：三島　望

予 　 算 　 額

部門研究活動活性化経費（間接経費）　　　　　510,000円
年度計画推進経費　　　　　　　　　　　　　　　　 0円
事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　  300,000円

　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　  810,000円

協力教員氏名 福山繭子、古林敬顕

目　　　　 的

人材育成：県の風力発電メンテナンス人材育成事業に協力し講義を立ち上げる。
研究開発事業：以下の３項目を目的とする。
(1)秋田県のエネルギー需給の現状を、エネルギーフロー分析によって明らかにする。また、県
内に賦存する再生可能エネルギーを導入、利用することを想定した地域エネルギーシステムを
設計することで、脱炭素社会と地域活性化に向けて求められる技術、産業、政策などを示す。
(2)秋田県の風力発電システムのシステムとしてのリスク評価を行い、効率的なメンテナンス計
画の策定に資する。また、システムダイナミクス手法を活用し、風力発電システム導入への阻
害／促進要因を明らかにする。
(3)配管へ地熱水からのスケールが付着するため、地熱発電所ではスケールに対する対策が浚渫、
薬剤の注入といった形で取られている。本研究は、地熱配管へ付着するシリカスケールの高効
率な対策またはその活用を検討する。

実施内容・成果

人材育成：新エネルギー概論（学部3年生）、地域エネルギー特論（博士前期課程）を新規開講した。
研究開発事業：
(1)秋田県のエネルギーフロー分析の結果、2016年の県内の一次エネルギー消費量は197 PJ/year
であり、最終エネルギー消費量は108.4 PJ/yearであることが示された。県内の陸上風力発電を
最大限導入することを想定した場合、最終エネルギー消費量すべてを供給した上で、県外にも
供給可能であることが示された。ただし、需要家は電化率向上または水素利用技術の導入、供
給側では大規模な蓄電施設および水素製造施設の導入が求められる。また、風力発電の電力を
県外に供給する場合は、現状の送電網では容量が大幅に不足することが予想されるため、送電
網を増強するか、水素製造施設の容量を大規模化して、水素を陸上輸送するか、などのサプラ
イチェーンの見直しが必要となる。
(2)陸上風力発電システムを13の主要部位に分類し、NEDOによる全国の風力発電施設の故障事
例報告を読み解き、FMEA（故障モード影響解析）手法を適用して故障の深刻度、検知度を考
慮した部位別リスク評価を行った。結果、電気装置、ブレード、ピッチ制御機構が高リスク部
位であることが明らかになった。また、システムダイナミクス手法を活用し、欧州および秋田
の陸上/洋上風力発電システムの因果ループ図を描き、導入の促進要因、阻害要因を同定した。
(3)三菱マテリアル株式会社環境・エネルギー事業本部エネルギー事業部地熱・電力部東北電力
所（鹿角市）の協力の下、大沼地熱発電所におけるシリカスケール及び地熱水の試料を採取し
た。シリカスケール試料についての肉眼観察を行った後、X線回折装置で成分の同定を行った。
また、誘導結合プラズマ質量分析を実施し、地熱水及びシリカスケール中の微量元素濃度を検
討した。地熱水はイオンクロマトグラフィ分析を行い、地熱水の特徴を明らかにした。これま
での結果から、シリカスケールは1.5-23.3μg/ gの金を含有し、一般に採掘されている金鉱石の
金含有量の平均値である数μg/ gと比べ高いことが明らかになっている。また、これらの金は
硫化鉱物に固溶されている可能性を示唆している。これらの成果については、日本地球惑星科
学連合(JpGU)とアメリカ地球物理学連合（AGU）との共同開催であるJpGU-AGU Joint Meeting 
2020にて発表を行う予定である。
タイトル：Geochemical characteristics of silica scales precipitated from the geothermal water 
at the Onuma geothermal power plant.
著者：Fei-Yang Chen, Mayuko Fukuyama（陳飛揚・福山繭子）
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（5）医理工連携産業研究開発事業の報告（令和元年度）
事　業　名：医理工連携産業研究開発事業
代表者氏名：巖見武裕

予 　 算 　 額

部門研究活動活性化経費（間接経費）　　　　　987,000円
年度計画推進経費　　　　　　　　　　　　　　　　 0円
事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　   1,000,000円

　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　   1,987,000円

協力教員氏名

医学系研究科　　　　島田　洋一　教授　　　佐々木真紀子　教授
理工学研究科　　　　水戸部一孝　教授　　　長縄　明大　　教授
　　　　　　　　　　寺境　光俊　教授　　　山本　良之　　准教授
　　　　　　　　　　田中　元志　准教授　　関　　健史　　講師

目　　　　 的

本事業では、高齢者の多い秋田県において、“フレイル予防”、“AI/IoTを用いた予防医療”な
どをコンセプトに、県内を中心とした企業と共に医療・福祉関連分野における少子高齢化に伴
う新しい機器の開発と事業化を提案する。開発機器は医療機器だけではなく、健康増進、長寿
に関する一般ユーザーを対象としたものに広げる。また、秋田産学官ネットワークなどの取り
組みを通して、産学官連携による医療機器産業の育成に努める。

実施内容・成果

「高齢ドライバーの免許返納時期見極めのための医理工連携研究」
本研究プロジェクトでは、異常行動と判断せざるを得ない高齢ドライバーの交通事故の誘発要
因を明らかにし、従来の高齢者講習に併用して免許返納時期をより正確に見極めることが可能
な検査技術の構築を最終的な目的として、医学部、教育文化学部、理工学部とで連携して研究
を進めた。現在、各部局で共同利用するためのHMD（VIVE Pro Eye）を用いた新たなVRドラ
イビングシミュレータ(DS)を構築中であり、開発環境であるUNITYからHMDにVR映像を提示
し、装着者の視線情報を計測できるプログラムを開発中である。今後、ステアリングおよびペ
ダルを接続して、入出力制御するプログラムを開発すると共に、交通環境および歩行者が飛び
出すシナリオを作成する予定である。
　担当　水戸部教授　予算　間接経費　987,000円　事業費　113,000円

「フレイル予防を目的とした機器開発」
以下の3つの機器について、秋田大学医理工連携ブランドロゴマークの使用許可を取得。商品化
へ向けてAIとAR/VRを用いた訓練プログラムを関発。
(1)座位バランス装置
高齢者の転倒予防を目的として、座位におけるバランス能力を計測・訓練する装置。機械学習
プログラムによるバランス年齢の推定機能と、VRを用いたバランス訓練プログラムを追加。
(2)片麻痺・対麻痺用歩行訓練ロボット
脳卒中片麻痺患者の歩行訓練を行うリハビリロボットに加えて、新たに対麻痺患者にも対応し
た両側訓練ロボットを開発。AI(Q学習)を用いて運動能力の回復度合いに応じた自動調整機能を
追加。
(3)上肢訓練ロボット
脳卒中片麻痺患者の上肢訓練を行うリハビリロボットの開発に秋田県立大学が参加して、AR/
VRを用いた訓練プログラムを付加。
「AIを用いた診断システムの開発」
(1)IMUセンサと機械学習プログラムによる変形性膝関節炎のGrade予測
(2)レントゲン画像とAI（CNN）による脊椎アライメントの推定と診断
　担当　巖見・島田教授　　予算　　事業費　787,000円

「医療機器の関発」
(1)顔の欠損部を修復するシリコン素材のマスク（エピテーゼ）に、目の瞬き機能を持たせた瞬
きエピテーゼを試作。
(2)脳外科手術において、ピンセットに代わるマイクロハンド器具を試作。特許申請。
　担当　長縄教授　関講師　　予算　　事業費　100,000円
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（6）専任教員業務
准教授　　丹野　剛紀（たんの　たけのり）
 ◇学会発表

日　　付 タ イ ト ル 備　考

1 5月18日
第17回ホスト-ゲスト・超分子化学シンポジウム
『柔粘性結晶ノナデカンにおける分子の回転挙動』（丹野，
ほか）

2 9月20日
第80回応用物理学会秋季学術講演会
『ピリミジン-4-カルボン酸結晶のテラヘルツ帯振動モードの
方位依存性』（丹野，ほか）

3 9月5日

The 2nd World Summit on Advances in Science, Engineering 
and Technology
『An open-gate vibration of ZIF-8 and its response upon gas 
adsorption observed using terahertz spectroscopy』（丹野，
山田）

4 11月10日
第28回有機結晶シンポジウム
『4-ニトロ安息香酸メチル単結晶のテラヘルツ帯振動の異方
性』（丹野，ほか）

◇論文発表
日　　付 タ イ ト ル 備　考

1 1月27日
Simulated disordered-to-ordered phase transition of 
nonadecane（丹野，ほか）
Chemical Physics，532号，110697，2020年

◇著書
日　　付 タ イ ト ル 備　考

1 10月31日

『PCP/MOFおよび各種多孔質材料の作り方，使い方，評価
解析』（技術情報協会）
第2章第6節「MOFのテラヘルツ帯振動を応用したガスセン
サー」（丹野，山田）

◇実施事業
日　　付 タ イ ト ル 備　考

1 8月1日
秋田県委託事業「あきたサイエンスクラブ科学講座　秋大
コース」
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  ５．地方創生センター研究員の構成と研究テーマ

（1）教員等研究員
グループ 氏　名 所属部局等名 研究開発プロジェクト名 プロジェクト

課題等

1

柴山　　敦 国際資源学研究科

未利用資源の有効利用を目的とした高度資源処理・リサイクル
技術の開発 ①

川村　　茂 国際資源学研究科
芳賀　一寿 国際資源学研究科
山田　　学 理工学研究科
佐藤　史織 国際資源学研究科

2
林　　滋生 理工学研究科 機能性天然鉱物を原料に用いた高効率イオン吸着材料の水中耐

久性向上に関する研究 ②加賀谷　史 理工学研究科

3
寺境　光俊 理工学研究科 芳香族第一級アミンを用いたイリジウムおよびルテニウムの回

収 ①松本　和也 理工学研究科

4 長谷川　崇 理工学研究科 FeCo基合金薄膜への格子歪みの導入による超高性能磁石材料の
開発 ②

5
原　　　基 理工学研究科 溶融塩を用いた電析と溶解法による多孔質Niの創製 ②福本　倫久 理工学研究科

6
齋藤　嘉一 理工学研究科 LPSO型マグネシウム－リチウム合金の組織・構造制御と高温

塑性変形におけるSuzuki効果の検証 ②佐藤　勝彦 理工学研究科

7 齊藤　　準 理工学研究科 ナノスケール磁気イメージングシステムの開発とその先端磁性
材料・磁気デバイス評価への応用 ②

8 吉村　　哲 理工学研究科 高品位な強磁性･強誘電薄膜の探索および作製とその高機能な
磁気素子およびデバイスへの応用 ②

9

進藤隆世志 理工学研究科
遷移金属含有レピドクロサイト型層状チタン酸塩を出発物質と
した新規可視光応答型TiO2系水素生成光触媒の創製 ②加藤　純雄 理工学研究科

小笠原正剛 理工学研究科
齊藤　寛治 理工学研究科

10 髙橋　　護 理工学研究科 タングステンカーバイド表面への省エネルギー型燃焼炎による
はく離抑制を考慮したダイヤモンド皮膜合成 ③

11 宮野　泰征 理工学研究科 摩擦攪拌接合を利用した高張力鋼の接合プロセス開発，および
摩擦攪拌プロセスによる材料表面の高機能化に関する研究 ①②③

12
菅原　勝康 理工学研究科 超音波を用いたアミン溶液からの二酸化炭素の低温脱離 ②大川　浩一 理工学研究科

13 藤原　憲秀 理工学研究科 特異な構造の芳香族系天然物の全合成と構造活性相関に関する
研究 ⑤

14

後藤　　猛 理工学研究科
インプリント法によるレアアース選択的吸着能を有するペプチ
ド-シリカ担体の創製 ②横田　早希 理工学研究科

モルウ G.F. 
スティーブンス 地方創生センター

15
緒方　武幸 国際資源学研究科 希少金属資源開発にかかわる有用資源鉱物データベース構築と

資源賦存量評価法の開発 ～選鉱に係る鉱物組織と地質構造に注
目した評価データベースの構築～

①Jamsran 
Erdenebayar 地方創生センター

16
尾髙　雅文 理工学研究科 タンパク質コンパートメントを利用した機能性バイオマテリア

ルの開発 ②松村　洋寿 理工学研究科
17 高橋　弘樹 理工学研究科 Mo窒化物の酸素還元活性 ②

18
カビール
ムハムドゥル 理工学研究科 活性汚泥の資源化及び電力化に関する研究 ①

19
アントニオ
アリバス 国際資源学研究科 ミャンマー国 slate belt地域における金鉱化作用の解明 ①

20
高崎　康志 国際資源学研究科 金属素材製造プロセスを利用した廃棄物中有価金属の回収に関

する研究開発 ①別所　昌彦 国際資源学研究科

21
石山　大三 国際資源学研究科 希少元素の天然での存在状態および分布の把握と濃集条件の解

明 ①増田　信行 国際資源学研究科

22 肖　英紀 理工学研究科 超省エネ・高密度磁気メモリ開発に向けたスキルミオン物質の
設計と評価 ②

プロジェクト課題番号　①資源開発・環境リサイクル研究開発事業
　　　　　　　　　　　②新素材・機能性材料開発研究事業
　　　　　　　　　　　③自動車・航空機産業研究開発事業
　　　　　　　　　　　④新エネルギー開発研究事業
　　　　　　　　　　　⑤医理工連携産業研究開発事業

― 102 ―



（2）大学院学生研究員
氏　　　名 所属部局等名 研究指導

教　　員 プロジェクト課題等に関する研究課題名 プロジェクト
課題等

原野日向花 国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　　敦 選鉱技術を用いた低品鉄鉱石の処理プロセス

開発

①

原田　礼知 国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　　敦 アトマイズ銅粉の浸出条件の最適化

嘉数　真道 国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　　敦 高シリカ含有亜鉛精鉱からのシリカ除去

今井　清弘 国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　　敦 アトマイズ銅粉の浸出条件の最適化

相模　　陸 国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　　敦 難処理銅鉱石の選鉱プロセスの開発

サンバルフンデウ　
デルゲルマー

国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　　敦 高温高圧浸出法を用いたヒ素含有銅鉱石から

の銅回収とヒ素の固定化

信太　大節 国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　　敦 選鉱技術を用いた低品鉄鉱石の処理プロセス

開発

七字　慶輔 国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　　敦 乾式物理選別を用いた廃電子基板からのスズ

濃縮

渡邉　菜央 国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　　敦 貴金属を選択的に分離する新規抽出剤の合成

バヤルマグナイ　
エンフズル

国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　　敦 浮遊選鉱法を用いたヒ素含有銅鉱石の処理技

術開発
ラボーネ　
ゴルディリルフェ

国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　　敦 銅電解プロセスの高度化に関する研究

クライシ　シャー　
モハマド

国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　　敦 未利用銅資源の有効利用に関する研究

関　　勇希 理工学研究科
物質科学専攻 長谷川　崇 FeCo基合金薄膜へのTa,Mn添加による格子

歪の導入と規則化

②

白井　千尋 理工学研究科
物質科学専攻 長谷川　崇 FeCo基合金薄膜へのN添加による格子歪の

導入と規則化

及川　光彬 理工学研究科
物質科学専攻 長谷川　崇 FeCo基合金薄膜の微細加工と規則化

坂本　真人 理工学研究科
物質科学専攻 長谷川　崇 FeCo基合金薄膜へのVC添加による格子歪の

導入と規則化

武政　友佑 理工学研究科
物質科学専攻 長谷川　崇 FeCo基合金薄膜へのAlN添加による格子歪

の導入と規則化

菊池　修平 理工学研究科
物質科学専攻 齋藤　嘉一 LPSO型マグネシウム－リチウム合金の組

織・構造制御と高温塑性変形におけるSuzuki
効果の検証

②
葛谷　慎吾 理工学研究科

物質科学専攻 齋藤　嘉一

大坂　飛翔 理工学研究科
数理・電気電子情報学専攻 齊藤　　準 ソフト磁性薄膜の交番磁気力顕微鏡を用いた

動的磁区観察

②
上村　　拓 理工学研究科

数理・電気電子情報学専攻 齊藤　　準 磁気記憶媒体材料の交番磁気力顕微鏡を用い
た高周波磁気応答計測

木村　晃野 理工学研究科
数理・電気電子情報学専攻 齊藤　　準 磁気記憶ヘッドの交番磁気力顕微鏡を用いた

交流磁場計測

和田　真羽 理工学研究科
数理・電気電子情報学専攻 齊藤　　準 磁石内部の磁区解析のための磁気力信号の処

理技術の開発

花輪　亮太 理工学研究科
物質科学専攻 吉村　　哲

反応性パルスＤＣスパッタリング法を用いた
(Bi,A)FeO3 (A=Sr,Ca) 強磁性･強誘電薄膜の
高品位作製

②武田航太朗 理工学研究科
物質科学専攻 吉村　　哲

反応性パルスＤＣスパッタリング法を用いて
作製した(Bi,Ba)(Fe,B)O3強磁性･強誘電薄膜
の特性におけるターゲット素材依存性

山本　大地 理工学研究科
物質科学専攻 吉村　　哲

反応性パルスＤＣスパッタリング法を用いた
(Bi,A)(Fe,B)O3 (A=La,Gd / B=Co) 強磁性･強
誘電薄膜における電界印加磁化反転の検証
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（3）博士研究員
氏　　　名 研究開発プロジェクト名 プロジェクト

課題等

Zhao Yue ナノスケール磁気イメージングシステムの開発とその先端磁性材料・磁
気デバイス評価への応用 ②

Jamsran Erdenebayar レアメタル資源を伴う鉱化関連火成岩の岩石組織の解明と資源探査・開
発への応用　～特にモンゴル国のモリブデン鉱床のUSTについて～ ①

Munusamy Kuppan 高品位な強磁性･強誘電薄膜の探索および作製とその高機能な磁気素子お
よびデバイスへの応用 ②

Morlu G. F. Stevens インプリント法によるレアアース選択的吸着能を有するペプチド-シリカ
担体の創製 ②

Laurel Simon Lobo 超耐熱性ハイパーブランチポリマーの合成 ②
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Hyperbranched Polyphenylenes (HBPs) have been an attractive research topic due to 
its multifunctional properties with broader technological impact to the society

Applicability of  Hyperbranched Polyphenylenes : Optoelectronic devices (such as 
OLED’s, Multi-color lasers), Temporary Bonding Material.
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Catalyst transfer polymerization (CTP)

)"���
�����
����	
�����	��������%�
��	
�#�����
)*�����������	�
�
�������������
������	������


?

OObjectivee onn synthesiss off  HBP

) Synthesis of Hyperbranched Polyphenylenes from Suzuki
Polycondensation (SPC) by aryl dichloride and aryl dibromo monomers
(boronic acid and borionic acid esters'

) Aryl chlorides are economically feasible in availability, and could
influence in widening the applicability in SPC

) Comparison of Hyperbranched polymer’s synthesized from chloro and
bromo monomers

SSPhos
(dicyclohexyl(2',6'-dimethoxy-
[1,1'-biphenyl]-2-yl)phosphine)@
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IInvestigationn onn thee effectt off  timee off  polymerizationn iss carriedd outt inn THFF // waterr (10%% inn 
Pd(OAc)2 andd SPhos)

TTHF TToluene
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PPolycondensationn off  Aryll Dibromo monomers

) Boronic acid monomer is more 
sensitive than boronic acid ester 
monomer

) Catalyst transfer condensation 
polymerization (CTPT)*

) Intramolecular transfer of  Pd catalyst 
in SPC
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Effect of  Reaction time on Suzuki Polycondensation
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33,5-dibromophenylboronicc acidd pinacol ester

3,5-dibromophenylboronicc acid
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13C NMR & DEPT Analysis
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Comparison of  13C NMR at 24h and 48h reaction
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Thermal Treatment
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Thermal Treatment at 2600C for 3h in nitrogen atmosphere at the rate of 10 0C/min.

^�

Thermogravimetric analysis of  HBP-Br

Sl.
No.

Time
(h)

Mol. Wt.
(Mw, g/mol)

PDI
Td (1%)

(oC)
Td (10%)

(oC)

1 15 31000 1.38 291 470

2 24 60400 1.32 345 493

3 36 1116000 4.69 390 516

4 48 6516000 7.49 373 524

Sl.
No

Time
(h)

Mol. Wt.
(Mw, g/mol)

PDI
Td (1%)

(oC)
Td (10%)

(oC)

1 15 20900 1.15 328 474

2 24 25800 1.18 344 492

3 48 108000 2.04 352 520

4 72 119000 2.13 361 509
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HHyperbranchedd Polyphenylene withh Aryll dichlorides

) Boronic acid monomer is more sensitive than boronic acid ester monomer
) Catalyst transfer condensation polymerization (CTPT)*
) Intramolecular transfer of  Pd catalyst in SPC
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Structural Analysis 13C NMR analysis
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113CC NMRR && DEPTT analysis
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X : parts per Million : Carbon13
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TThermall Treatmentt inn HBP-Cl
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Thermal Treatment of Synthesized Hyperbranched
Polyphenylenes is carried out at 2600C for 3h in
nitrogen atmosphere at the rate of 10 0C/minute
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Solubility in THF after Thermal Treatment
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CComparisonn off  TGA

Hyperbranched polyphenylenes prepared from 3,5-dichlorophenylboronic 
acid pinacol ester is extremely thermally stable
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Previous work on Bipolar para-polyphenylene as electrodes for LIBs

)Bipolar: p- & n-type of  redox activity, where p-doped at high potential as 
cathodic electrode and n-doped at low potential as anodic electrode

)Para-polyphenylene: Zhu et.al. as reported bipolar redox active cathode 
and anode for LIB

Low potential range: +0.02 V to +1.5 V 
Capacity :400 - 600 mAhg-1 for current 40 mAg-1

High potential range: +3.9 V to +4.5 V
Capacity: 80 - 70 mAhg-1 for current 40 mAg-1

This work on Hyperbranched Polyphenylene (HBP) as 
electrodes for LIBs

)Hyperbranched polyphenylene from Suzuki polycondensation 
)Soluble polymer
)High Mw HBP from Suzuki polycondensation using Cl monomers
)Easy and  fast transportation ions in the structure benefiting in ion 
diffusion 
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CCyclicc Voltammetry
Operated Voltage - 0.01 V to 4.8 V

Scan rate – 5 mV/s
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Preliminary electrochemical studies

0 200 400 600 800 1000

0.00

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50
Operating Voltage = 0.01 - 1.5 V
I = 100 mA/g

Specific Capacity 	mAhg-1�

V
o

lt
a

g
e

 (
V

)

0 50 100 150 200 250 300 350 400




�

�

�

�

�

1st cycle
 Lithiated
 Delithiated

I = 10 mA/g

Specific Capacity �mAhg-1�

V
o

lt
a

g
e

 (
V

)

��� ��� 	�� 	�� ��� ��� ���
)���

)���

)���

)���

)	��

)	��

)���

���

���

	��

Scan rate - 10 mV/s
0.01 V - 3.0 V

Voltage (V)

C
u

rr
e

n
t 

(m
A

)

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5
-0.2

-0.1

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

Scan rate - 10  mV/s
2.0 V - 4.8 V

Voltage (V)

C
u

rr
e

n
t 

(m
A

)

Low potential window : 0.01-3.0 VHigh potential window : 2.0 - 4.8 V

C
h

a
rg

ee
-

e
-d

is
c

h
a

rg
e

 s
tu

d
ie

s
C

yc
lic

 
c

 v
o

lt
a

m
m

e
tr

y

�Z

0 200 400 600 800 1000

0.00

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50
Operating Voltage = 0.01 - 1.5 V
I = 100 mA/g

Specific Capacity �mAhg-1�

V
o

lt
a

g
e

 (
V

)

0 50 100 150 200 250 300 350 400

�

	

�

�

�

�

1st cycle
 Lithiated
 Delithiated

I = 10 mA/g

Specific Capacity �mAhg-1�

V
o

lt
a

g
e

 (
V

)

Comparison between HBP and linear polyphenylenen between
Charge

en
ee-

HBP and linear polHen
ee--discharge studies
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Low potential range: +0.02 V to +1.5 V 
Capacity :400 - 600 mAhg-1 for current 40 mAg-1

High potential range: +3.9 V to +4.5 V
Capacity: 80 - 70 mAhg-1 for current 40 mAg-1
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Initial cycle’s After 30 cycles
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Local magnetization measurement of magnetic recording head 
by detecting energy cross term of DC and AC magnetic field 

by alternating magnetic force microscopy

Paritosh Dubey, Pawan Kumar,

1/10 Alternating Magnetic Force Microscopy; A-MFM
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Magnetic reversal using an electric field is a promising and future 
technology for multifunctional devices due to its lower power consumption. 
Multiferroic materials with magneto-electric effect, which simultaneously exhibit 
spontaneous polarization and magnetization, have been receiving greater attention. 
In these days, we succeeded to fabricate the highly qualified (Bi1-xLax)(FeCo)O3

(BLFCO) films with ferromagnetism and ferroelectricity by using a pulsed DC 
reactive sputtering technique. The magnetic properties of the films were suitable 
for magnetic devices. Because, saturation magnetization and perpendicular 
coercivity were high, and easy axis for magnetization was completely perpendicular 
to the film plane. We also succeeded to demonstrate the local magnetization 
reversal with less than 300 nm width by local electric field application. This 
indicates that this material will be fit for magnetic recording devices with high 
recording density. 

Multiferroic materials,  magneto-electric effect,   
magnetic recording devices 
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K. Saito, Y. Komiya, M. Sohmiya, M. Ogasawara and S. Kato “A phase separation 

in a protonated layered nickel titanate to form Ni-doped anatase/rutile TiO2 nanocomposite 
with efficient visible-light responsive photocatalytic activity”, Journal of Asian Ceramic 
Societies, 8, 915-924, (2020). 

K. Saito, Y. Komiya, M. Sohmiya, M. Ogasawara, S. Kato Formation of 
intimately mixed Ni-doped TiO2-NiTiO3 nanocomposite through phase separation of 
protonated layered nickel titanate for improved visible-light-induced photocatalytic 
performance , 2nd World Summit on Advances in Seience, Engineering, and Technology 
(Indiana Summit 2019), 302, Indianapolice, 3-5 October, 2019. 
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Fig. 2 Cs0.7Ti1.825-x/2Nix 0.175-x/2O4(x = 0 0.05 800 600
X XRD Ni

XRD 3) Cs0.7Ti1.825-x/2Nix 0.175-x/2O4(x=0
Fig. 2a-b CTNO(0)_800 CTNO(0.05)_800

CTNO(0)_800

Fig. 2c KTLO Cs0.7Ti1.825-x/2Nix
0.175-x/2O4(x=0

CTNO(0.05)_800
Fig. 2d

Ni
 

   Fig. 3( ) Cs0.7Ti1.825-x/2Nix 0.175-x/2O4(x=0, 0.05, 0.1 0.35)
600 XRD

x=0 3) Cs0.7Ti1.825-x/2Nix 0.175-

x/2O4(x=0 XRD 700
Cs0.7Ti1.825-x/2Nix 0.175-x/2O4(x=0 600

x=0.05
0.1 2 =24.5

x=0.35  2 =30.0

Fig. 2  (a) CTNO(0)_800, (b) CTNO(0.05)_800,  
(c) CTNO(0)_800 (d)

CTNO(0.05)_800 XRD . 
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1) K. Saito et al., ACS Appl. Mater. Interfaces, 9, 24538 (2017). 
2) K. Saito et al., J. Asian Ceram. Soc., 8, 915 (2020). 
3) T. Sasaki et al., Chem. Mater., 7, 1001 (1995). 

 
Fig. 3  ( ) CTNO(x)_600 (b) HTNO(x)_600 XRD . 

Fig. 4  >290 nm (a) 
P25, (b)-(d) HTNO(x)_600 NOx ;
x=(b) 0, (c) 0.05, (d) 0.1, (e) 0.35. 
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Fig. 1   Experimental set up for synthesizing diamond on the WC substrate 
by acetylene-oxygen combustion flame. 
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WC

WC
1273 K 1223 K

 

0.90  
 

            Table 1   Conditions for diamond syntheses on the WC substrate. 
Reaction gas C2H2 + O2

Film surface temperature 1223 1273 [K] 
Pressure 105 [Pa]
C2H2 Flow rate, Fa 70.9 [cm3/s]
O2 Flow rate, Fo 63.8 [cm3/s]
Flow ratio, Rf = Fo  / Fa 0.90

WC
WC

Murakami K3[Fe(CN)6] 10 g
KOH 10 g 100 ml WC Murakami WC

WC
Murakami

H2SO4 3 ml H2O2 88 ml (Co)
Co

Co
Murakami 10 15 20 min 10 sec

Murakami 10 min Case A
Murakami 15 min Case B Murakami 20 min

Case C
 

Table 2   Conditions of pretreatments for the WC substrate. 

 Treatment periods by  
Murakami’s reagent

Treatment periods 
by acid solution

Diamond seed 
particles size 

Case A 10 [min] 10 [sec] 0.125 [ m] 
Case B 15 [min] 10 [sec] 0.125 [ m] 
Case C 20 [min] 10 [sec] 0.125 [ m] 

0.250 μm

― 160 ―
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Fig. 2   Distances of the flame inner cone from WC substrate. 
 

Table 3  Conditions of the two-step synthesis method for the WC substrate surface. 
 Film surface temperature Inner cone-to-substrate distances : d 

1st. step:1200 [sec] 1273 [K] 7.5 [mm] 
2nd. step:1200 [sec] 1223 [K] 7.0 [mm] 
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Table 4  Results of delamination of the synthesized films in Case A, B and C. 
 
 Case A Case B Case C 

Non delamination 100.0 % 100.0 % 100.0 % 
Half delamination 0.0 % 0.0 % 0.0 % 
Delamination 0.0 % 0.0 % 0.0 % 
Abnormal growth 0.0 % 0.0 % 0.0 % 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

WC

 
 

WC

 
 

 
1 71-703 (2005) 578-583   
2 31-3 (2005) 154-159  
3 73-725 (2007) 125-130  
4 Takahashi, M., Harada, Y., Kamiya, O. and Ohyoshi, T., Journal of Solid Mechanics and Materials 

 Engineering, Vol. 3, No. 6, (2009), pp. 853-864. 
5 Polini, R., Allegri, A., Guarino, S., Quadrini, F., Sein, H. and Ahmed, W., Thin Solid Films, Vols. 469-470,   

(2004), pp. 161-166.
6 Geng, C. L., Tang, W. Z., Hei, L. F., Liu, S. T. and Lu, F. X., International Journal of Refractory Materials and  

Hard Materials, Vol. 25, No. 2, (2007), pp. 159-165.
7 Neto, M. A. and Pereira, E., Diamond and Related Materials, Vol. 15, Nos. 4-8, (2006), pp. 465-471. 

Fig. 3   XRD patterns of the synthesized film in Case C. 
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Development of Selenium (IV) and (VI) Imprinted Peptide Silica

Particles 
1 S t e v e n s  M o r l u  G F .  · 2 Y a m a z a k i  M a s a t a k a ·  
3 S a k i  Y o k o t a  ·  3 G o t o h  T a k e s h i  

(1Cooperative Research Center, Akita University · 2Faculty of Engineering Science, Akita 
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In this study, molecular imprinting technology was employed to prepared sorbents
that imprinted selenite and selenate ions using peptides, in which the ion recognition site
was consisted of lysine (K) residues. The precursor peptides (YKYKY-K3YK3YKYKY) 
were prepared by the solid phase method and their tyrosine residues (Y) were converted to
L-DOPA residues employing shiitake mushroom tyrosinase. To imprint the template ions,
SeO3

2- and SeO4
2- to microporous silica particles, the resulting DOPA-peptides was 

incubated with the template ions (at 1:1 mole equivalents) at pH 7 at 25  for 15 h, and 
then with 500 mg of porous silica particles for 50 h. Subsequently, the selenite- and 
selenate-imprinted cavities were created on the peptide-attached silica particles, hence, 
Se(IV)-iPSP and Se(VI)-iPSP, respectively by washing out the template ions from the
particle with a buffer at pH 10.0. The highest adsorption of selenite and selenate ions was
achieved at pH 7.0, suggesting that the ions were adsorbed to the particles by the 
electrostatic interaction between the ions and amino groups of the lysine residues in the
cavities. Kinetics studies indicated that the adsorption followed the pseudo-second-order 
rate equation, whereas the adsorption isotherm was well fitted with the Langmuir model;
indicating that the Se(IV)-iPSP and Se(VI)-iPSP surfaces are homogeneous, and adsorption 
sites are equivalent and mono-layer coverage. The Se(IV)-iPSP and Se(VI)-iPSP exhibited 
higher adsorption capacity and selectivity for their respective target ions in comparison to
the non-imprinted peptide silica particles (PSP) in a binary system. 

Selenite, Selenate, 3,4-dihydroxy-L-phenylalanine, Adhesive 
Peptides, Microporous Silica Particles, Molecular Imprinting 

 
 The developed method can be employed to selectively remove toxic Se oxoanions from aqueous 

media 
 The prepared peptide is a mussel-inspired adhesive peptide consisting of lysine and tyrosine that 

adhere to wet solid surfaces 
 The prepared Se – iPSPs is selective to target Se oxoanions in a binary ion aqueous media 
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Cathodoluminescences,  TitaniQ and Quartz  

 
Most of the primary CL textures of quartz exhibits a pronounced zonal pattern in CL, which is characterizes its 
magmatic origin.  Growth zoning provides additional information on ambient condition in the granitic melts. 
This suggests that a common sequence of quartz crystallization occurs during the formation of magmatic-
hydrothermal transition zone in many porphyry systems. 
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11) T. OGATA, J. ERDENEBAYAR et al., “Study of estimate a possible mineralization occurrence 
area of the Volcanogenic massive sulfide type using Geochemical discrimination diagram ~ 
A case study in Western Mongolia ~”, The First International Conference on Applied Science 
and Engineering 2019 in Ulaanbaatar, Mongolia (invited lecture) 

12) Ogata, T, Jamsran Erdenebayar et al., “U-Pb Zircon and Tentatively Determined Re-Os 
Isotope Geochronology for the Sol Naciente and Atacama Kozan Mine, Region III, Chile; ~ 
Significance of Relationship between the Upper Cretaceous Andesitic Magmatism and Iron 
Oxide Copper Mineralization ~ “Society of economic geologist annual meeting 2019 in 
Santiago, Chile. 

13) Dynamic observation of corrosion behavior of austenitic stainless steel under bio corrosion 
inducing environments” Yasuyuki Miyano, NACE EAP Yokohama Japan, 2019, 2019.11.14 

14) Y.-G. So, K. Takagi and T. J. Sato, Formation and magnetic properties of the Ga-Pd-Tb 2/1 
approximant ,The 14th International Conference on Quasicrystals (ICQ14), Kranjska Gora, 
Slovenia, May 2019. 

15) Y.-G. So, “Direct imaging of planar defects in a Tsai-type 1/1 approximant”, 
16) The 14th International Conference on Quasicrystals (ICQ14), Kranjska Gora, Slovenia, May 

2019.  
17) T. Hiroto, K. Takagi, and Y.-G. So, Structural study on two approximant phases in Ga-Pd-

Tb alloy ,The 14th International Conference on Quasicrystals (ICQ14), Slovenia, May 2019.  
18) T. Taguchi, and Y.-G. So Direct observation of local atomic structure in two types of Au-Ge-

Yb 1/1 approximants ,The 14th International Conference on Quasicrystals (ICQ14), 
Kranjska Gora, Slovenia, May 2019. 

19) Takaaki Furubayashi, Energy flow analysis for zero carbon society in Japan’s regional area: 
Case study in Akita, EcoDesign2019 (Yokohama), 2019 Nov 25-27. 

20) Yu Igarashi, Akira Komatsu, Takehiro Iwami, Hiroaki Tsukamoto and YoichiShimada: 
Comparison of MARG Sensor Results for Different Mounting Positions and Physiques for 
Accurate Knee Joint Motion Measurement,  2019 4th Asia-Pacific Conference on Intelligent 
Robot Systems, Nagoya,A0013 

21) Kazutoshi Hatakeyama, Hiroaki Tsukamoto, Kotaro Suzuki, Satoaki Chida,Motoyuki 
Watanabe, Yusuke Takahashi, Kai Kagami, Tomohiro Suda, Kazuki Okura, Hikaru Kikuchi, 
Kimio Saito,Toshiki Matsunaga, Takehiro Iwami, and Yoichi Shimada: Knee kinematics of 
gait for patients with knee osteoarthritis using the2D/3D registration method, REHAB 
WEEK2019, ISPO , Tronto, 48, (2019) 
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22) Kazutoshi Hatakeyama, Hiroaki Kijima, Takehiro Iwami, Akira Komatsu, KimioSaito, 
Motoyuki Watanabe, Yusuke Takahashi, Kazuki Okura, Tomohiro Suda, Hikaru Kikuchi, 
Ryo Higuchi,Kotaro Suzuki, Yu Igarashi, Toshiki Matsunaga and Yoichi Shimada: Effects 
of Muscle Resistive Training on Acetabular Dysplasia by FiniteElement Analysis, 13th 
International Society of Physical and Rehabilitation Medicine WorldCongress, Kobe, P1-40, 
(2019) 

23) Akira Komatsu, Takehiro Iwami, and Yoichi Shimada Stress analysis of shelf 
acetabuloplasty for acetabular dyaplasia patients using dynamical load during walking
30th 2019 IEEE International Symposium on Micro-NanoMechatronics and Human Science, 
Nagoya, MP-10.  

24) Kotaro Suzuki, Akira Komatsu, Kazutoshi Hatakeyama, Jumpei Iida, Takehiro Iwami, and 
Yoichi Shimada Validation of the hip contact force for a novel lower extremity 
musculoskeletal model 30th 2019 IEEE International Symposium on Micro-
NanoMechatronics and Human Science, Nagoya, MP-9.  

25) Tetsuya Yamauchi, Daiki Miura, Kai Maeda, Iori Usuda, Junichi Inoue, Ryota Kimura, 
Takehiro Iwami, and Yoichi Shimada Development of assist torque optimization system 
using reinforcement learning in gait rehabilitation robot 30th 2019 IEEE International 
Symposium on Micro-NanoMechatronics and Human Science, Nagoya, TP2-2-4.  

26) Kiyoshi Tsurumiya, Wataru Hayasaka, Yu Igarashi, Akira Komatsu, Hiroaki Tsukamoto, 
Tomohiro Suda, Takehiro Iwami, and Yoichi Shimada A Novel Quantification Method for 
Gait Assessment in Knee Osteoarthritis Patients 30th 2019 IEEE International 
Symposium on Micro-NanoMechatronics and Human Science, Nagoya, TP2-2-3. 

27) Yu Igarashi, Wataru Hayasaka, Kiyoshi Tsurumiya, Hiroaki Tsukamoto, Tomohiro Suda, 
Takehiro Iwami, and Yochi Shimada IMU-based Gait Assessment of Patients based on the 
Multiple Regression Model Proceeding of 2020 IEEE 2nd Global Conference on Life 
Sciences and Technologies (LifeTech), Kyoto, OS-SHL, pp. 23-27  

28) Observation of dependence of ta-C surface graphitization on Deep ultraviolet laser 
intensity Tomomi Kozu, Makoto Yamaguchi, Masahiro Kawaguchi, Masamichi Yoshimura,  
The 8th International Conference on Manufacturing, Machine Design and Tribology, TH-PO-
06 

29) Determination of crystallinity on poly (ether ether ketone) by using visible Raman 
spectroscopy  M. Yamaguchi, N. Kamihara, N. Ishikawa, Joseph I. Mapley, Jonathan E. 
Barnsley, Sara J. Fraser-Miller, Mitsutoshi Jikei, Mikio Muraoka, Keith C Gordon, The 10th 
International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy, Auckland 

30) K. Murakami, A. Nakamura, “Synthesis of temperature-responsive 
polymer/magnetite/zeolite and application to high gradient magnetic separation”, 9th 
International Colloids Conference (COLL2019, Sitges, Spain), P.133 (2019/6/16-19). 

31) A. Nakamura, R. Sugawara, E. Yasuno, K. Murakami, “Synthesis of mesoporous silica coated 
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with magnetite and temperature-responsive polymer and study of methyl orange adsorption”, 
9th International Colloids Conference (COLL2019, Sitges, Spain), P.133 (2019/6/16-19). 

32) Kumagai, S., Abe, Y., Saito, T., Fujiwara H., Sawa, N., Eguchi, T., Tomioka, M., Kabir, M., 
Tashima, D.,: Rice husk-based Cathode and Anode Active Materials of Lithium-ion Capacitor, 
6th International Conference on Advanced Capacitors (ICAC2019), Shinshu University. 
Ueda, P-23, September 11, 2019. 

33) Eguchi, T., Tashima, D., Fukuma, M., Kumagai, S.: Electric Double-layer Capacitance of 
Sh ch  waste-derived Activated Carbons in Non-aqueous Electrolyte, 6th International 
Conference on Advanced Capacitors (ICAC2019), Shinshu University. Ueda, 2O-12, 
September 9, 2019. 
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68) , , : Preparation of molybdenum nitride particles from 
molybdenum sulfide and evaluation of oxygen reduction reaction, 2019

 (2019. 9. 21-22, ). 
69) , , : Preparation of Mo-N thin films by reactive sputtering and 

evaluation of oxygen reduction reaction in alkaline solution, 2019  
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80) Morlu Stevens GF, Masataka Yamazaki, Ssaki Yokota, Takeshi Gotoh Preparation of 
Selective Sorbents for Selenium (IV) and Selenium (VI) Composed of Lysine-Peptide and 
Porous Silica using Molecular Imprinting Technology, 85 , , 2020. 

81) Morlu GF. Stevens  Naoya Ishibashi  Masataka Adachi  Saki Yokota  Takeshi Gotoh: 
Tailor made Peptide-Silica Sorbent Selective for Metal Ions of Interest Using Histidine 
Residues and Adhesive Peptide, , , 2019. 

82) Morlu GF. Stevens, Naoya Ishibashi, Masataka Adachi, Saki Yokota, Takeshi Gotoh: 
Preparation of highly selective peptide-silica sorbents having imprinted holes for target 
metal ions, , , 2019. 
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169) Gel electrochemical element and molecular film for sensor enhanced by hydrogenated 
amorphous silicon and ultra violet light conversion Koki Shimanaka, Shota Murakami, 
Kairi Shimazaki, Kishiro Seino, Hikaru ,Hatakeyama,Shu Mugita, Hiroshi Masumoto, 
Takashi Goto, Yutaka Tsujiuchi 2019.09.24-09.26

 
170) Observation of structural change of lipid film and lipid and bacteriorhodopsin film laminated 

on hydrogenated amorphous silicon film. Hikaru Hatakeyama, Hiroshi Masumoto, Takashi 
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（3）活動実績
①地域貢献・社会貢献（地域コンソーシアムへの参加等）
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②特許登録

No. 本学発明（考案）者 発明・考案の名称 登録番号

1
齊藤準、吉村哲、

木下幸則

磁気力顕微鏡用探針の評価装置および

評価方法、ならびに磁気力顕微鏡およ

び磁気力顕微鏡の制御用磁場調整方法

特許第6528334号

2
齊藤準、木下幸則、

吉村哲、鄭仰東

磁性体の磁気特性の測定装置および測

定方法
特許第6544562号

3
松本和也、寺境光俊、

西邦雄
組成物および成形品

特許第6547233号

KR 101979135

US 10,377,881

4
寺境光俊、松本和也、

山土井雄大、菅崇大

ステレオコンプレックスマルチブロッ

ク共重合体及び成形体
特許第6548005号

5 齊藤準、吉村哲 磁場観察装置及び磁場観察方法

GB 2613160

DE 602011060761.8

FR 2613160

6 吉村哲、齊藤準 電界記録型磁気メモリ 特許第6573374号

7

川村茂、柴山敦、

高崎康志、芳賀一寿、

鈴木誉也

銅の電解精製装置および電解精製方法 特許第6600514号

8 齊藤準 交流電磁石 特許第6601799号

9 齊藤準、吉村哲
直流磁場の磁気プロファイル測定装置

および磁気プロファイル測定方法
DE 602012065703

10
福本倫久、原基、

佐藤菜花
多孔質ニッケルの製造方法 特許第6614660号

11
鈴木雅史、

KABIR MAHMUDUL
汚染土壌の除染装置及び除染方法 特許第6621138号

12 田口正美、高橋弘樹

アンモニア燃料電池用電極触媒の製造

方法、アンモニア燃料電池用電極触媒、

およびアンモニア燃料電池

特許第6624488号

13
齊藤準、吉村哲、

木下幸則

強磁場計測および磁場値測定用磁気力

顕微鏡用探針、ならびに、強磁場発生

試料の磁場観察方法および装置

特許第6624737号
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14
松本和也、寺境光俊、

西邦雄
組成物および成形品 I 679223

15 大川浩一
金属被覆電極活物質の製造方法、金属

被覆電極活物質、及び電極
特許第6646922号

16
大川浩一、菅原勝康、

小野裕貴

金ナノ粒子の製造方法、金ナノ粒子、

Liイオン電池用正極活物質の製造方法、

およびLiイオン電池用正極活物質

特許第6654355号

＊取得済み特許のみ掲載
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③受賞等

 Best Presentation Awards (Enkhzul Bayalmagnai): The 15th International Symposium on East Asian 
Resources Recycling Technology, Earth 2019
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  ７．地方創生センターの研究設備等一覧

（1）設備管理専門委員会報告
 令和２年度設備管理専門委員会委員長　田島　克文

　第３期中期目標期間が始まる平成28年度、「地域協働・防災部門」及び「地域産業研究部門」の２

部門からなる「秋田大学地方創生センター」が発足しました。第２期中期目標期間（H22～ H27年度）

まで、「新産業創出、人材育成」事業の役割を担っていた「ベンチャーインキュベーションセンター」（以

降VICと略す）と「ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー」（以降VBLと略す）は、「秋田大学地方創

生センター」に再編統合されています。

　地方創生センター１号館（旧VIC）と地方創生センター２号館（旧VBL）の施設・設備の運用管理

と設置計画の審議は、「地方創生センター設備管理専門委員会」がその任を引き継ぎました。

　地方創生センター１号館（旧VIC）には「秋田産学官共同研究拠点センター」が設置されており、

その施設・設備は県内産学官の研究者・技術者の積極的な活用を可能にすべく、保守と修理が欠かせ

ません。これに対し、地方創生センター２号館（旧VBL）の施設・設備は主として学内の教員と学生

による研究員を利用対象者とし、保守・修理はもちろん連携する学内各部局の施設・設備との効率的

な運用が心掛けられています。

　次頁以降に１号館及び２号館の運用管理の詳細（【装置の種類および使用状況】、【機器の管理責任

者】、【機器取り扱い規程】）を記します。設備の老朽化など深刻な事例もあり今後は機器の更新とい

う重要な問題がある一方、保守・修理・消耗品の購入等、管理業務も抜かりなく行う必要があります。

当委員会の活動が「地方創生センター地域産業研究部門」の事業に貢献することを願っています。
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地方創生センター1号館
【装置の種類および使用状況】
　稼働率が特に高い機器（年間使用時間が100時間超）は、超分解能電界放射型走査型電子顕微鏡

（SEM）、X線電光子分光分析装置、光散乱GPC分子量測定装置、比表面積・細孔径分布測定装置、元

素分析装置であった。一方、研究の進展や教員の異動に伴い、使用時間が皆無かそれに近い状況の装

置が複数ある。また、いずれの装置も導入から10年近くとなり、経時劣化のため部品の交換やオーバー

ホールが必要なケースが増えてきた。

　今年度は比表面積・細孔分布分析装置のオーバーホール、SEMの排気ポンプの交換、マトリック

ス支援レーザー脱離イオン化法飛行時間型質量分析装置の故障修理、テラヘルツ分光測定装置のコン

プレッサーの故障修理などがあったが、誤操作や不注意、整備不良等による重大な事故はなかった。

このことは利用者と装置管理責任者のご協力の賜物である。

【機器の管理責任者】
　管理責任者を下記の教員の方々に依頼し、機器のコンディションの維持管理と新規利用者へのイン

ストラクションをご担当いただいた。

　阿部一徳（大学院国際資源学研究科　資源開発環境学専攻）

　池本敦（教育文化学部　地域文化学科）

　大川浩一（大学院理工学研究科　物質科学専攻）

　小笠原正剛（大学院理工学研究科　物質科学専攻）

　加藤純雄（大学院理工学研究科　物質科学専攻）

　熊谷誠治（大学院理工学研究科　数理・電気電子情報学専攻）

　近藤良彦（大学院理工学研究科　生命科学専攻）

　寺境光俊（大学院理工学研究科　物質科学専攻）

　高崎康志（大学院国際資源学研究科　資源開発環境学専攻）

　丹野剛紀（地方創生センター）

　松本和也（大学院理工学研究科　物質科学専攻）

　水戸部一孝（大学院理工学研究科　数理・電気電子情報学専攻）

　カビール・ムハムドゥル（大学院理工学研究科　数理・電気電子情報学専攻）

 （五十音順、敬称略）

【機器取り扱い規程】
　１号館に設置している研究機器は、「秋田大学地方創生センター1号館研究設備利用細則」により、

産学官共同研究開発を行い、その成果を普及し、その活用を促進することにより、科学技術を駆動力

とした地域経済の活性化を図ることを目的に学内外に利用させることを規定している。使用に際して

は、消耗品費、修繕費等のランニングコストを勘案して設定した利用単価に利用時間数を乗じた額を

請求している。また、機器管理責任者は、前年度管理した研究設備年間利用時間の15％分の時間を無

料で利用できることとしている。
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　利用の方法は、毎年度利用依頼書および利用理由書を提出していただき、センター長の決裁・承認

のうえ利用させることとしている。利用料金の支払い方法は、原則として、四半期毎に利用料金をま

とめ、翌月に請求することとし、本年度も例年どおりの方法で利用者に支払っていただいた。なお、

利用時間および料金は、利用台帳に記載されたものを月毎にセンター技術専門職員がとりまとめてい

る。

地方創生センター2号館
【はじめに】
　秋田大学地方創生センター２号館に設置されている各研究機器は、本年度も年間を通じてさまざま

な研究テーマの下で有効利に活用された。しかしながら、大半の機器が設置後18年程度経過したこと

を受けて、稼働率の高い装置を中心に、経年劣化や消耗部品の寿命による機能低下が発生した。また、

局所排気装置などの施設についても、経年劣化が見られるようになり、故障が度々発生した。当委員

会では、機器や施設のコンディションを常に最良の状態に維持管理することを第一の責務とし、それ

らの更新・オーバーホール・部品交換のサポートや修繕等に係る業務を中心に活動を行ってきた。具

体的には、真空アーク溶解炉の真空排気系のオーバーホール、蛍光X線分析装置の真空排気系のオー

バーホール、多目的X線回折装置のCPUの制御系の基板の交換、微小空間組織構造評価装置の真空排

気系のオーバーホール、ICP発光分光分析装置の入射ミラー・ガスバルブ・連結管の交換、磁気記憶

装置材料分析評価システムのマニピュレータのドライブシャフト交換、などを行った。そして、保守

用備品の整理や機器の再配置により確保した実験スペースについて、スペースの貸出を積極的に行っ

た。

【装置の種類および使用状況】
　稼働率が特に高い機器（≥ 100時間/年を目安）として、各種粉砕機、真空アーク溶解炉、ICP発光

分光分析装置、示差熱天秤、金属分散度測定装置、蛍光X線分析装置、紫外可視近赤外分光光度計、

FT-IR システム、ナノ粒子粒径解析/ゼータ電位計、高真空型走査型プローブ顕微鏡、熱ドリフト補

正型磁気力顕微鏡装置、大気型走査プローブ顕微鏡、レーザー顕微鏡、表面粗さ形状測定装置、振動

試料型磁力計、多目的X線回折装置、粉末X線回折装置、薄膜X線回折装置、走査電子顕微鏡、イオンコー

ティング装置、電界放射型走査電子顕微鏡、微小空間組織構造評価装置、高真空熱処理装置、均温熱

処理装置、磁気記憶装置材料分析評価システム、液体窒素製造装置、などがある。

【機器の管理責任者】
　管理責任者は下記の教員の方々に依頼し、機器のコンディションの維持管理をご担当いただいた。

　柴山　敦（国際資源学研究科　資源開発環境学専攻）

　芳賀一寿（国際資源学研究科　資源開発環境学専攻）

　高崎康志（国際資源学研究科　資源開発環境学専攻）

　長谷川崇（理工学研究科　物質科学専攻　材料理工学コース）
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　吉村　哲（理工学研究科　附属革新材料研究センター）

　大川浩一（理工学研究科　物質科学専攻　応用化学コース）

　齋藤嘉一（理工学研究科　物質科学専攻　材料理工学コース）

　寺境光俊（理工学研究科　物質科学専攻　応用化学コース）

　松村洋寿（理工学研究科　生命科学専攻　生命科学コース）

　小笠原正剛（理工学研究科　物質科学専攻　応用化学コース）

　髙橋　護（理工学研究科　共同ライフサイクルデザイン工学専攻）

　林　正彦（教育文化学部　英語・理数教育講座）

　林　滋生（理工学研究科　物質科学専攻　材料理工学コース）

　久場敬司（医学専攻　分子機能学・代謝機能学）

　小泉幸央（医学専攻　分子機能学・代謝機能学）

　進藤隆世志（理工学研究科　物質科学専攻　応用化学コース）

　肖　英紀（理工学研究科　物質科学専攻　材料理工学コース）

【機器取り扱い規定】
　地方創生センター研究員、学内教員、および外部の研究者が装置を使用することができる規程は、

昨年度と同様とし、使用に際しては消耗品費相当の機器使用料（別紙「機器使用料」参照）を請求さ

せていただくことにしている。また、学内教員の研究推進を目的として、何度も募集をかけるなど積

極的な実験スペース貸出を行っており、その使用料を請求させていただくことにしている。尚、令和

元年度は、５度の募集を行い、本委員会で審議されて貸出が決定した。地方創生センター機器の使用料、

および実験スペース使用料の徴収に関して、４月から６月までに使用した分の使用料を８月に、７月

から９月までに使用した分の使用料を１１月に、１０月から１２月までに使用した分の使用料を２月

に、１月から３月までに使用した分の使用料を３月末に、それぞれ使用者に支払って頂く方式を採用

しており、細かく分割することで、年度で切り替わらない研究費や予算での支払いが可能になるよう、

そしてその集計や請求を迅速に行うことで、使用者の便宜を図っている。尚、使用者が保有する種々

の経費での支払いを可能にしていることで、使用者にとっての利便性を更に高めている。

【おわりに】
　秋田大学地方創生センター２号館では、新規および移管を含め、特徴ある機器の導入、特徴的な研

究を更に推進するための施設の充実、老朽化した施設の更新を、設備マスタープランや概算要求への

申請などにより積極的に進めており、利用者の今後の研究活動のますますの発展が期待される。
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（2）地方創生センター1号館
①研究設備一覧

№ 設　備　名
仕　　　　　様

メーカー 型　　式

1 超純水製造装置 オルガノ㈱

2 ドラフトチャンバー オリエンタル技研工業㈱ AFG-STZ-1500E

3 マイクロウェーブ試料前処理システム PerkinElmer
Multiwave3000　高圧TFM分解容
器セット

4
超高分解能電界放射型走査型電子顕
微鏡 日立ハイテク SU-70

5
炭素・水素・窒素・硫黄・酸素全自
動分析装置 PerkinElmer 2400Ⅱ 全自動元素分析システム

6
フレーム/ファーネス高分解能連続
光源原子吸光分析装置 ㈱アナリティクイエナ ジャパン AAS contrAA700

7 元素分析装置 ㈱システムズエンジニアリング CE-440

8
高分解能核磁気共鳴スペクトル装置
（600MHz） 日本電子㈱ JNM-ECA600　FT-NMR

9 X線光電子分光分析装置 島津製作所 AXIS-ULTRA

10 マイクロフォーカスX線CT透視装置 島津製作所 SMX-100CT-SV3 TypeIII

11 水銀ポロシメータ ThermoFinnigan pascal 140型240型

12 超高速液体クロマトグラフシステム 日本分光㈱ JASCO XLCシステム

13 光散乱GPC分子量測定装置 昭光 DOWN HELEOSⅡ8　ほか

14 テラヘルツ分光測定装置 ㈱テラヘルツ研究所 TSS-ⅡGM

15 バイポーラ電源 NF回路設計ブロック BP4620

16 活性汚泥処理装置 朝日理化工業 C8R型

17 スプレードライヤ装置 ヤマト科学 DL-410

18 比表面積・細孔径分布測定装置 日本ベル㈱ BELSORP-miniII

19 触媒分析装置（ガス導入口7ライン） 日本ベル㈱
BELCAT-B　AGAS（ガス導入口7

ライン）

20 リアルタイムPCRシステム タカラバイオ㈱ MRQ TP960AB

21 マルチラベルカウンター TECAN M200PRO_FAL-TBT

22 回転式粘度計（Lアダプタ付き） 東機産業㈱ TVB-10M（Lアダプタ付き）

23
四重極-飛行時間型MS/MS分析シス
テム WATERS AcquityUPLC

24 ガス吸着量測定装置 カンタクロム社（米国）日本代理店
シスメックス㈱

Autosorb-IQ-C-AC

25 モジュール式電気化学測定システム ソーラートロン（英国）日本代理店
㈱東陽テクニカ

M-CHAS4 MODULAB

26 共焦点レーザー顕微鏡 オリンパス FV1000/1X81-S（分光）仕様

27
マトリックス支援レーザー脱離イオ
ン化法飛行時間型質量分析装置 ブルカー・ダルトニクス株式会社

autoflex III
Site Preparation Specification

28 バイオクリーンベンチ 三洋 バイオクリーンベンチMCV一B91F
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②研究設備利用実績

№ 設備名一覧
管理担当者（教員） 使用料

単価（円）

令和元年度
使用時間
（時）所　　　属 氏　　名

1 超純水製造装置 秋田大学 地方創生センター
地域産業研究部門 丹野　剛紀 0 0

2 ドラフトチャンバー 秋田大学 地方創生センター
地域産業研究部門 丹野　剛紀 0 0

3 マイクロウェーブ試料前処理システム 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 高崎　康志 637 7

4
超高分解能電界放射型走査型電子顕
微鏡 秋田大学 大学院国際資源学研究科

資源開発環境学専攻 高崎　康志 1,587 585

5
炭素・水素・窒素・硫黄・酸素全自
動分析装置 秋田大学 大学院国際資源学研究科

資源開発環境学専攻 高崎　康志 2,170 0

6
フレーム/ファーネス高分解能連続
光源原子吸光分析装置 秋田大学 大学院国際資源学研究科

資源開発環境学専攻 高崎　康志 1,058 2

7 元素分析装置 秋田大学 大学院理工学研究科
生命科学専攻 近藤　良彦 637 137

8
高分解能核磁気共鳴スペクトル装置
（600MHz） 秋田大学 大学院理工学研究科

物質科学専攻 松本　和也 3,931 7

9 X線光電子分光分析装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 加藤　純雄 1,695 175

10 マイクロフォーカスX線CT透視 秋田大学 地方創生センター
地域産業研究部門 丹野　剛紀 2,278 22

11 水銀ポロシメータ 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 阿部　一徳 475 57

12 超高速液体クロマトグラフシステム 秋田大学 地方創生センター
地域産業研究部門 丹野　剛紀 691 0

13 光散乱GPC分子量測定装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 寺境　光俊 313 126

14 テラヘルツ分光測定装置 秋田大学 大学院理工学研究科
数理・電気電子情報学専攻 水戸部　一孝 842 74

15 バイポーラ電源 秋田大学 大学院理工学研究科
数理・電気電子情報学専攻

カビール・
ムハムドゥル

108 0

16 活性汚泥処理装置 秋田大学 大学院理工学研究科
数理・電気電子情報学専攻

カビール・
ムハムドゥル

108 0

17 スプレードライヤ装置 秋田大学 大学院理工学研究科
数理・電気電子情報学専攻

カビール・
ムハムドゥル

367 0

18 比表面積・細孔径分布測定装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 大川　浩一 216 135

19 触媒分析装置（ガス導入口7ライン） 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 小笠原　正剛 162 90
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№ 設備名一覧
管理担当者（教員） 使用料

単価（円）

令和元年度
使用時間
（時）所　　　属 氏　　名

20 リアルタイムPCRシステム 秋田大学 教育文化学部
地域社会講座 池本　敦 162 0

21 マルチラベルカウンター 秋田大学 教育文化学部
地域社会講座 池本　敦 313 8

22 回転式粘度計（Lアダプタ付き） 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 小笠原　正剛 54 0

23
四重極-飛行時間型MS/MS分析シス
テム 秋田大学 地方創生センター

地域産業研究部門 丹野　剛紀 1,857 21

24 ガス吸着量測定装置 秋田大学 大学院理工学研究科
数理・電気電子情報学専攻 熊谷　誠治 421 0

25 モジュール式電気化学測定システム 秋田大学 大学院理工学研究科
数理・電気電子情報学専攻 熊谷　誠治 54 0

26 共焦点レーザー顕微鏡 秋田大学 地方創生センター
地域産業研究部門 丹野　剛紀 475 0

27
マトリックス支援レーザー脱離イオ
ン化法飛行時間型質量分析装置 秋田大学 地方創生センター

地域産業研究部門 丹野　剛紀 1,404 4

28 バイオクリーンベンチ 秋田大学 地方創生センター
地域産業研究部門 丹野　剛紀 54 0
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（3）地方創生センター2号館
①研究設備一覧

№ 設　備　名
仕　　　　　様

メーカー 型　　式
1 形状測定レーザマイクロスコープ ㈱キーエンス VK-X200/210SP

2 EXAFS装置 ㈱リガク EXAFS-Labo

3 高真空型走査型プローブ顕微鏡 セイコーインスツルメンツ㈱ SPI3800N

4 大気型走査型プローブ顕微鏡 NanoNaviII/S-image

5 垂直磁場印加型走査型プローブ顕微鏡 SIIナノテクノロジー（現日立ハイテ
クサイエンス）

SPI4000TA

6 温度可変型走査型プローブ顕微鏡 SIIナノテクノロジー（現日立ハイテ
クサイエンス）

STP-251S

7 表面粗さ形状測定器 ㈱東京精密 SURFCOM1400D

8 実体顕微鏡 ㈱ニコン SMZ1500

9 偏光顕微鏡 ㈱ニコン E600WPOL

10 プラスチック種類判別計 オプト技研㈱ PLASHCAN-SH

11 超小型真空アーク溶解装置 日新技研㈱ NEV-AD03

12 高周波誘導加熱装置 ㈱美和製作所 MU-1700-B

13 ディスク型手動粉砕機 ハルツォク・ジャパン㈱ HSM-100A

14 非鉄金属選別機 日本エリーズマグネチックス㈱ ECS1222

15 小型精密切断機 平和テクニカ㈱ HS-25

16 堅型粉砕機 ㈱オリエント VM-20

17 ロール型磁選機 日本エリーズマグネチック㈱ RE-05

18 空気テーブル ジュイテック㈱ V-135E

19 湿式高磁力磁選機 日本エリーズマグネチックス㈱ HIW  L-4 ラボモデル

20 湿式粉砕機（アトライタ） 三井鉱山㈱ MA01SC型

21 卓上型高周波ビードサンプラー ㈱リガク AK

22 ICP発光分光分析装置 セイコーインスツル㈱ SPS5510

23 卓上型プラズマ発光分光分析装置 セイコーインスツル㈱ SPS7700

24 紫外可視近赤外分光光度計 ㈱島津製作所 UV-3600

25 蛍光X線分光分析装置 ㈱リガク Primini

26 イオンクロマトグラフ 米国ダイオネクス社 ICS-3000型

27
拡散反射測定ユニット60φ積分球付属
装置 ㈱島津製作所 ISR-3100（UV3600用）

28 金属分散度測定装置 日本ベル㈱ BEL-METAL-1SPAI

29
シングルナノサイズ対応粒子径・表面
電位解析装置 堀場製作所 Nano Partica SZ-100Z-100

30 Agilent 630 FT-IR システム アジレント・テクノロジー㈱ 630 FT-IR

31 直流安定化電源 日本電計㈱ GP0500-30R

32 卓上型0.2Lオートクレーブ 日東高圧 HC-276　20MPa
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№ 設　備　名
仕　　　　　様

メーカー 型　　式
33 レーザーゼータ電位計 大塚電子㈱ ELS-8000

34 粒度分布測定装置 日機装㈱ MT3300EX-SDU

35 示差熱天秤 ㈱リガク THERMO PLUS2

36 GCマス装置 日本電子㈱ JSM-GCMATEII

37 多層構造膜作製装置 トッキ㈱ SPM-506

38 多元合金膜作製装置 トッキ㈱ SPM-406

39 磁気記憶装置材料分析・評価システム ㈱エイコーエンジニアリング

40 液体窒素製造装置 岩谷産業㈱

41 純水製造装置 ㈱東洋製作所 RFD210PA

42 蒸留水製造装置 ㈱アドバンテック RFD240NA

43 超純水製造装置 ㈱アドバンテック RFU464CA

44 微小空間組織構造評価装置 日本電子㈱ JSM-7800F

45 走査電子顕微鏡 日本電子㈱ JSM-5900LV

46 カーボンコーティング装置 日本電子㈱ JEC-520

47 イオンコーティング装置 日本電子㈱ JFC1600

48 電界放射型走査電子顕微鏡 日本電子㈱ JSM-6701F

49 薄膜X線回折装置 リガク㈱ RINT IN-PLANE

50 粉末XRD測定装置 リガク㈱ RINT2000

51 多目的X線回折装置 ブルカーエイエックスエス㈱ D8ADVANCE

52 高感度磁化測定装置 ㈱オプティマ 2900-04

53 振動試料型磁力計 東栄工業㈱ VSM

54 磁気カー効果測定装置 ネオアーク㈱ BH-786P-AP

55 高真空熱処理装置 ㈱真空理工 VHC-P45C-S

56 高温熱処理装置 トキコナガノ㈱ NEWTONIAN® Pascal-40

57 均温熱処理装置

58 PCRサーマルサイクラー タカラバイオ㈱ TP600

59 A0カラージェットプロッタ キヤノン TM-300
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②研究設備利用実績

№ 設備名一覧
管理担当者（教員） 使用料

単価（円）

令和元年度
使用時間
（時）所　　　属 氏　　名

1 形状測定レーザマイクロスコープ 秋田大学 大学院理工学研究科
附属革新材料研究センター 吉村　哲 60 47.03

2 EXAFS装置 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 高崎　康志 1,100 0

3 高真空型走査型プローブ顕微鏡 秋田大学 大学院理工学研究科
附属革新材料研究センター 吉村　哲 50 89

4 大気型走査型プローブ顕微鏡 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 寺境　光俊 50 359.82

5 垂直磁場印加型走査型プローブ顕微鏡 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 長谷川　崇 50 0

6 温度可変型走査型プローブ顕微鏡 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 長谷川　崇 50 115

7 表面粗さ形状測定器 秋田大学 大学院理工学研究科
附属革新材料研究センター 吉村　哲 60 104.92

8 実体顕微鏡 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 齋藤　嘉一 0 0

9 偏光顕微鏡 秋田大学 大学院理工学研究科
附属革新材料研究センター 吉村　哲 0 0

10 プラスチック種類判別計 秋田大学 大学院理工学研究科
生命科学専攻 松村　洋寿 50 0

11 小型真空アーク溶解装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 肖　英紀 100 326（個）

12 高周波誘導加熱装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 齋藤　嘉一 100 15（回）

13 ディスク型手動粉砕機 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 50 0.5

14 非鉄金属選別機 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 30 0

15 試料精密切断機 秋田大学 大学院理工学研究科
共同ライフサイクルデザイン工学専攻 髙橋　護 0 0

16 堅型粉砕機 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 50 0

17 ロール型磁選機 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 0 0

18 空気テーブル 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 0 0

19 湿式高磁力磁選機 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 50 0

20 湿式粉砕機（アトライタ） 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 50 0

21 卓上型高周波ビードサンプラー 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 100 0

22 ICP発光分光分析装置 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 芳賀　一寿 700 830.8
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№ 設備名一覧
管理担当者（教員） 使用料

単価（円）

令和元年度
使用時間
（時）所　　　属 氏　　名

23 卓上型プラズマ発光分光分析装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 林　滋生 600 51.75

24 紫外可視近赤外分光光度計 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 350 87

25 蛍光X線分光分析装置 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 200 0

26 イオンクロマトグラフ 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 100 27.5

27
拡散反射測定ユニット60φ積分球付
属装置 秋田大学 大学院国際資源学研究科

資源開発環境学専攻 柴山　敦 100 0

28 金属分散度測定装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 進藤　隆世志 50 207

29
シングルナノサイズ対応粒子径・表
面電位解析装置 秋田大学 大学院理工学研究科

物質科学専攻 小笠原　正剛 60 19.7

30 Agilent 630 FT-IR システム 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 小笠原　正剛 120 13.17

31 直流安定化電源 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 高崎　康志 0 0

32 卓上型0.2Lオートクレーブ 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 50 0

33 レーザーゼータ電位計 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 70 0

34 粒度分布測定装置 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 100 39.5

35 示差熱天秤 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 小笠原　正剛 50 29.83

36 GCマス装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 寺境　光俊 300 0

37 多層構造膜作製装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 長谷川　崇 500 4（日）

38 多元合金膜作製装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 長谷川　崇 500 9（日）

39
磁気記憶装置材料分析・評価システ
ム 秋田大学 大学院理工学研究科

附属革新材料研究センター 吉村　哲 1,000 69（日）

40 液体窒素製造装置 秋田大学 大学院理工学研究科
附属革新材料研究センター 吉村　哲 100 4350（L）

41 純水製造装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 長谷川　崇 0 9.21（L）

42 蒸留水製造装置 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 0 451.85（L）

43 超純水製造装置 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 柴山　敦 10 0

44 微小空間組織構造評価装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 齋藤　嘉一 500 677.66

45 走査電子顕微鏡 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 齋藤　嘉一 100 112.59
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№ 設備名一覧
管理担当者（教員） 使用料

単価（円）

令和元年度
使用時間
（時）所　　　属 氏　　名

46 カーボンコーティング装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 齋藤　嘉一 50 0

47 イオンコーティング装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 齋藤　嘉一 50 77（回）

48 電界放射型走査電子顕微鏡 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 林　滋生 70 69.75

49

薄膜X線回折装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 齋藤　嘉一 100 328.5

粉末XRD測定装置RINT2000 秋田大学 大学院理工学研究科
附属革新材料研究センター 吉村　哲 100 1247

50 粉末XRD測定装置RINT2000印刷代 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 大川　浩一 10 391（枚）

51 多目的X線回折装置 秋田大学 大学院理工学研究科
附属革新材料研究センター 吉村　哲 70 162.5

52 高感度磁化測定装置 秋田大学 大学院理工学研究科
附属革新材料研究センター 吉村　哲 70 1.9

53 振動試料型磁力計 秋田大学 大学院理工学研究科
附属革新材料研究センター 吉村　哲 70 866.6

54 磁気カ―効果測定装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 長谷川　崇 50 27.75

55 高真空熱処理装置 秋田大学 大学院理工学研究科
物質科学専攻 長谷川　崇 50 199.5

56 高温熱処理装置 秋田大学 教育文化学部
英語・理数教育講座 林　正彦 50 0

57 均温熱処理装置 秋田大学 大学院理工学研究科
附属革新材料研究センター 吉村　哲 50 11

58 PCRサーマルサイクラー 秋田大学 大学院医学系研究科
分子機能学・代謝機能学講座 久場　敬司 10 0

59 A0カラージェットプロッタ 秋田大学 大学院国際資源学研究科
資源開発環境学専攻 高崎　康志 250～

900
46（枚）
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